少し 驚いた くらいであります。 我々 は 教育の 結果、 習 

慣の 結果、 ある 眼識で 外界 を 観、 ある 態度で 世相 を眺 

め、 そうして それが 真の 外界で、 また 真の 世相と 思つ 

ひよ ラし 

ている。 ところが 何 かの 拍子で 全然 種類の 違った 人 I 

I 商人で も、 政事 家で も あるいは 宗教家で も 何でもよ 

ろしい。 なるべく 縁の 遠い 関係の 薄い 先生方に 逢って、 

その 人々 の 意見 を 聞いて 見る と 驚ろ く 事が あります。 

それらの 人の 世界観に 誤謬が あるので 驚く と 云うよ り 

も、 世の中 はこう も 観られる もの かと 感心す る 方の 驚 

ろき 方であります。 ちょうど 前に 述べた 我々 が 月の 

恰好に 対する 考えの 差と 同じであります。 こう 云う と 



人間が ばらばら になって、 相互の 心に 統一がない、 極 

めて 不安な 心 持になります が、 その代り、 誰が どう 見 

て も 変らない 立場に おって、 申し 合せた ように 一致し 

た 態度に 出る 事 もた くさん あるから、 そう 苦になる ほ 

どの 混雑 も 起らない のであります。 (少なくとも 実際 

上) ジ ェ —ムスと 云う 人が 吾人の 意識す ると ころの 現 

せんたく へ 

象 は 皆 撰択を 経た もの だと 云う 事 を 論じて いるう ちに、 

こんな 例 を 挙げてい ます。 —— 撰択の 議論 はとに かく、 

そ の 例が ここ の 説明に はも つ とも 適切 だと 思います か 

ら、 ちょっと 借用して 弁じます。 今 ここに 四角が ある 

とする。 すると この 四角 を 見る 立場 はいろ いろで ある。 



横から も、 竪か らも、 筋蔬 から も、 眼の 位置と、 角度 

を 少し 変えれば 千差万別に 見る 事が できる。 そうして 

そのたび たびに 四角の 恰好が 違う。 けれども 我々 が 四 

角に 対する 考は 申し 合せた ように 一致して いる。 あら 

ゆる 見方、 あらゆる 恰好のう ちで、 たった 一 つ。 

すなわち 吾人の 視線が 四角形の 面に 直角に 落ちる 時に 

映 じた 形 を 正当な 四角形 だと 心得て いる。 これ を 私の 

都合の 好い ように 言い換え ると、 吾人 は 四角形 を 観る 

態度に おいて ことごとく 一 致して いるので あります。 

また 別の 例 を 申します と 彫刻な どで 云う 

foreshortening と 云う 事が あります。 誰でも 心得て 



いる 事であります が、 人が 手で も 足で も 前の 方に 出し 

ている 姿勢 を、 こちらから 眺める と、 実際の 手 や 足よ 

り も 短 かく 見えます。 けれども 本来 は あれより 長い も 

の だと 思って 見て います。 だから 画心の ない 吾々 が 手 

や 足 を 描こうと すると 本来 そのままの 足 や 手 を、 方向 

のい かんに かかわらず、 紙の 上に あらわし たくなる。 

あらわして 見る とどう も 釣合が わるい。 悪い けれども 

腹が 承知 をし ないで 妙な 矛盾 を 感ずる。 小 供の かいた 

画 を 見る とこの 心持ちが 思い切って 正直に 出て います _ 

これ もこの 際 都合の いいように 翻訳して 云います と、 

吾々 が 手 や 足の 長さに 対する 態度 はちゃん と 申し 合せ 



はすまい かと 思って この 演題 を 掲げた 訳であります。 

そこで、 この 問題 を 研究す るの 方法に ついて 述べ ま 

すと、 第一 に は 歴史的の 研究が あります。 これ は 創作 

家の 世界観の 纏 つ てあら われた 著作 そのもの を 比較 

して、 その 特性 を 綜合した 上で、 これに 一 種の 名称 (自 

然派 とか 浪漫派と か) を 与えて、 それから 年代 を 追つ 

て その 発展 を迹 づける のであります。 いわゆる 文学史 

であります。 この間 中から して、 日本で 大分 自然 派の 

論が 盛に なりまして いろいろの 雑誌に その 説明な どが 

たくさん 出て、 私な ども 大分 利益 を 受けました。 我々 

日本人が 仏蘭西の 自然 派 はこう 発達した の、 独乙の 自 



然派は 今 こんな 具合 だ のとい う 事 を 承知した の は、 全 

くこの 歴史 研究の 御蔭で 至極 結構な 事と 思います。 

ただこの 種の 研究に ついて 私の 飽き 足らない ところ 

を 云う と、 あるいは 下の ような 弊が あり はすまい かと 

思われます。 

(一) 歴史の 研究に よって、 自家 を 律 せんとす る 

こんきょ 

と、 相当の 根拠 を 見出す 前に、 現在すな わち 新と いう 

かたむき 

事と、 価値と いう 事 を 同 一 視 する 傾 が 生じ やすく は 

ないかと 思われます。 すべての 心的 現象 は 過程で ある 

からして、 B という 現象 は、 A という 現象に 次いで 起 

るの はもち ろんで あります。 したがって B の 価馗は B 



の 性質の みに よって 定まらない、 B の 前に 起った A と 

云う 現象の ために 支配せられ ている 事 ももち ろんで あ 

めし うま 

ります。 腹が減る という 現象が 心に 起れば こそ 飯が 旨 

いという 現象が 次いで 起る ので、 必ずしも 料理が 上等 

だから 旨 か つたとば かり は 断言で きに く いので ありま 

す。 そこで 吾々 は A と 云う 現象 を 心裡に 認める と、 こ 

れに 次いで 起るべき B について は、 その 性質 やら、 強 

せんたく 

度 やら、 いろいろな 条件に ついて 出来 得る 限りの 撰択 

をす る、 またせねば ならぬ 訳であります。 ちょうど 車 

を 引いて 坂 を 下り かけた ような もので 前の 一 歩 は 後の 

一 歩 を 支配す る。 後の 一 歩 は 前の 一 歩の 趨勢に 応ずる 



て、 すこぶる 痛快であります。 が この 現象 をす ぐ 応用 

して、 文学な どに も 持って行 ける、 また 持って行かな 

ければ ならない と 結論して は、 少し 寸法が 違って るよ 

うに 思います。 と 云う もの は 理学 工学 その他の 科学 も 

しく は その 応用 は 研究の 年代 を 重ねる に 従って、 一定 

の 方向に 向って 発達す る もので、 どの 国民が やり 出し 

て も、 同程度の 頭で 同程度の 勉強 をす る 以上 は 一 日 早 

くやれば 早く やった 方が 勝になる ような 学問で、 しか 

も 一 日 後れた もの は、 必ず、 一 日 早く 進んだ ものの 後 

を 二筋道で ある) 通過し なければ ならない 性質の も 

のであります。 歩く 道が 一筋で、 さきが 進んで いる 以 



上 は、 こっちの 到着 点 も 明らかに 分って いるんだ から、 

できるだけ 早く 甲 を 脱いで 降参す る 方が 得策で あり 

ひと ギ J.S 

ます。 真似 をす ると 云う と 人 聞が 悪い が 骨 を 折らな い 

うま 

で、 旨い汁 を 吸う ほど 結構な 事 はない。 この 点に おい 

て 私は模 傚に 至極 賛成で ある。 しかし 人間の 内部の 歴 

史 になる と、 また その内 部の 歴史が 外面に あらわれた 

現象に なると、 そう 簡単に は 行きません ようです。 風 

俗で も 習慣で も、 情操で も、 西洋の 歴史に あらわれた 

もの だけが 風俗と 習慣と 情操であって、 外に 風俗 も 習 

慣も 情操 もない と は 申されない。 また 西洋人が 自己の 

歴史で 幾多の 変遷 を 経て 今日に 至 つ た 最後の 到着 点が 



必ずしも 標準に はなら な い。 (： ^ら には瞟 準であろう 

が) ことに 文学に 在って はそう は 参りません。 多くの 

人 は 日本の 文学 を 幼稚 だと 云います。 情けない 事に 私 

もそう 思って います。 しかしながら、 自国の 文学が 幼 

稚 だと 自白す るの は、 今日の 西洋 文学が 標準 だと 云う 

意味と は 違います。 幼稚なる 今日の 日本文学が 発達す 

れば 必ず 現代の 露西亜 文学に ならねば ならぬ もの だと 

は 断 言 できない と 信じます。 または 必ず ュ ー ゴ ー から 

バルザック、 バルザックから ゾラと 云う 順序 を 経 て 今 

日の 仏蘭西 文学と 一 様な 性質の ものに 発展し なければ 

ならない と 云う 理由 も 認められない のであります。 幼 



私の 現代 精神と 云う の は、 今月 もしくは 先月 新ら しく 

できた 作物 そのもの について、 この 作物 は 現代 精神 を 

あらわし ている 云々 と いうよう な 論じ 方で はあり ませ 

さかのぼ 

ん。 過去 一 二 世紀に 渡って、 (もしくは もっと 溯 つ 

て も、 よろしい)、 人の 心 を 動かした 有名な 傑作 を 通覧 

して その 特性 (一 つでなくて もよ ろしい。 また 矛盾 

併 立して いても 差 支ない) を 見出して 行く 事で あり 

ます。 そうすると 一 年 や 十 年の 流行 以上に 比較的 永久 

な 創作の 要素が ざっと 明瞭になる だろうと 思います。 

少なくとも 吾々 の 子 もしくは 孫 時代まで は 変らない 特 

性が 出て くる だろうと 思います。 もし 標準が 必要と あ 



るなら ば、 これで， J そ 多少 の 標準が できる とも 云い 得 

るでしょう。 こう 云う 手数 をして 現代 精神 を 極めた か 

らと 云って、 それより 以前に 出た ものに は 現代 精神が 

ない と 云う 訳に はならない。 たとえば ダンテの 神曲に 

見える ような 考を持 つ ている 人 は 今の 世に はたく さん 

ま ね 

ない。 また 神曲の 真似 をした 作物 を 出そうと 云う 男 も 

ありますまい。 しかし あの 神曲のう ちから、 現代 精神 

を 引き出せば いくらでも 出て 来る にき まっている。 今 

の 人の 心に 訴える 箇所 はすな わち 現代 精神であります。 

デ カメロン そのまま を 春陽 堂から 出版した つ て 読み手 

はない にき まっている。 しかし あの 中に 現代 精神すな 



わち 種々 な 点に おいて 吾人 を 動かす 自然 派の ような 所 

さかのぼ 

はいくら でもあります。 ずっと 昔に 溯 つて ホ— マ— 

はどうです。 全体から 云う とむ しろ 馬鹿 気て いる。 誰 

も イリ アツ ドが 書いて 見たい と 云う 人 も あるまい が、 

その イリ アツ ドが やはり 現代の 人に 読み 得る ところ、 

読んで 面白い ところ、 読んで 拍 案の 概が あると ころ、 

浪漫的な ところ、 が 少なく はな かろうと 思う。 こう 考 

えて 見る と 作物 は 時代の 新旧ば かりで 評 をす るよりも 

現代 精神に リファ ー して 評価すべき 事と なります。 そ 

うして， J の 現代 精神 は 実 を 云う と、 読者が めいめい 胸 

ぼう こばく ぜん 

の 中に もっている。 ただ 茫乎 漠然たる ある 標準に なつ 



(一一) もう 一つ 歴史的 研究に 対して 非難した いの 

は、 ちと 哲学者 じみます が、 こう 云う 事であります。 

すべての 歴史 は 与えられた 事実であります。 すでに 事 

-7 ん 

実で ある 以上 は 人間の 力で どうす る 事 もで きない。 儼 

として 存在して いるから、 この 点に おいて 争う ベから 

ざる 真であります。 しかしながら これが 唯一 の 真で あ 

るかと 云う のが 問題な のであります。 言葉 を 改めて 云 

こんせき 

うと 人類 発展の 痕迹は みんな 一 筋道に 伸びて 来る もの 

だろう かとの 疑問であります。 もしそう だと 云う 断定 

がで きれば 日本の 歴史すな わち 西洋の 歴史、 西洋の 歴 

史 すなわち 希臘の 歴史と 云う 事に 帰着し ます。 けれど 



浮世絵の 歴史が ああ 云う 風に なった と 逆に 論じて 行く 

方が よく はない かと 存じます。 したがって ラファエル 

がー 人出なかったら、 西洋の 絵画 史は それだけ 変化 を 

受ける し、 歌 麿が いなかったら、 風俗画の 様子 もよ ほ 

ど 趣が 異なって いるでしょう。 すると 同じ 絵の 歴史で 

も ラフ ァェ ルが 出る と 出ない とで 一 一通り 出来 上ります。 

(事実が 一 通り、 想像が 一 通り) 風俗画の 方 も その 通り、 

歌 麿の あるな しで 事実の 歴史 以外に もう 一 つ 想像 史が 

成立す る 訳であります。 ところで この ラファエル や 歌 

麿 は 必ず 出て 来なければ ならない 人間であろう か。 神 

おぼしめし ご へ い 

の 思 召 だと 云えば それまで だが、 もしそう 云う 御幣 



差し 支ない のです けれども、 一度こう いう 風に 推し 立 

てられる と、 スコット は 浪漫主義で 浪漫主義 は スコッ 

ト であると 云う 風に アイ デンチ フ アイされ るよう にな 

ります。 アイ デンチ フ アイされ ると、 スコットの 作に 

見 われた 要素 はこと ごとく 浪漫主義 を 構成す るに 必要 

でかつ 充分 (necessary and sufficient) な ものと 認め 

られ ます。 なるほど スコットの 作 中には 中世 主義 も あ 

リ ます、 冒険談 もあります。 種々 な 意味に 解釈され る 

浪漫主義の 特色 を 含んで おります が、 困る 事に は 多少 

の 写実的 分子 も 交って いるので す。 ところが 写実主義 

きし ひる むこう 

と いう もの は 別に 旗幟 を 翻が えして 浪漫派の 向 を 



し 支ない から、 これと 同時に、 形 や 質の 点に おいても 

さ 

区別して、 一個の 具体 を 二重に も 三重に も 融通の 利く 

ように 取り扱わ なく つ て は 真相に は 達せられん はずで 

あります。 また 一例 を 云う と、 ここに 一人の 男が ある _ 

この 人 は 学校へ 出る。 その 時には 教師の 仲間へ 入れて 

見なければ なりません。 筆 を 執る。 その 時には 著作家 

むれ ご 

の 群に 伍す る ものと 認める のが 至当であります。 家へ 

帰る。 すると 夫と も 親と もして 種類 別 をし なければ な 

ら ない。 この 人 は 一人で ある けれども これほどの 種類 

へ 編入され る 資格が あるので あります。 作物 も その 通 

りであります。 これ を 分解し、 これ を 綜合して、 同一 



(三) もう 一つ 歴史的 研究に ついての 危険 を 一言 

単簡に 述べて おきたい と 思います。 主義 を 本位に して 

動かすべからざる ものと 見ます と、 前 申した 通り 作家 

(すなわち 作物) を 取り崩して かからん と 不都合が 生 

ずる ごとく、 作家 (すなわち 作物) を 本位と して 動か 

すべから ざる ものと すると、 今度 は 主義の 方に もって 

融通 をつ けなければ なりますまい。 融通 をつ ける と 云 

うと、 一 つの 作物のう ちに は 同時に いろいろな 主義 を 

含んで いる 場合が 多い、 少なくとも 含んで いる 場合が 

あり 得る のです から、 かような 作物 を 批評したり 分解 

き ゆ 1 つく つ 

したり 説明した りする 際に は、 了 王義の もとに 窮窟 



に 律し 去る 習慣 を 改めて、 歴史的に は 矛盾す る ごとく 

に 見 傚され ている 主義で も 構わない から、 これ を 併 立 

せしめて、 いやしくも その 作物の ある 部分 を 説明す る 

に 足る 以上 はこれ を 列挙して 憚 からん ようにし なけれ 

ば、 やはり 前段 同様の 不都合に 陥る 訳であります。 し 

かし 歴史的 関係から 作物 は それ 自身に whole な もの 

として 取り扱われて おります し、 何 主義と 云う 名 はこ 

の whole な 作物 を掩ぅ 名称と して 用いられ てお リま 

すから、 妙な 現象が 起って 参ります。 ここに 甲の 人が 

あって A と 云う 作物 を 出す。 すると この 作物に B 主義 

と 云う 名が つく。 (多くの場合 において はこう 一 言に 



まと 

纏められない にもかかわらず) 次に 乙なる 人が 出て 来 

て A, 〔# 「A, 」 は 縦 中 横〕 と 云う 作物 を 公け にする。 

すると 批評家が A と A, 〔# 「A, 」 は 縦 中 横 U の 類似の 

点 を 認めて、 やはり B 主義に 入れて しまう。 あるいは 

作家 自身が 自ら B 主義と 名乗る 場合 もありましょう。 

どちらで も 同じ 事であります。 第三に 丙と 云う 男が 出 

て A" 〔# 「A" 」 は 縦 中 横 U を 書く。 A, 〔# 「A, 」 

は 縦 中 横〕 と A" 〔# 「A〃 」 は 縦 中 横〕 と 似て いると こ 

ろから やはり B 主義に 纏められる。 こう 云う 風に して、 

ぜんじ 

漸次に A n 〔# 「A n」 は 縦 中 横、 「n」 は 上付き 小 書き〕 

まで 行った とすると、 どんな ものでありましょう。 甲 



と 乙と は 別人であります。 乙と 丙と も 別人であります _ 

ま ね 

別人で ある 以上 はいくら 真似 を 仕 合った ところで 全然 

同性 質の ものが できる 訳がない。 いわん や 各自が 本来 

の 傾向に 従って、 個性 を 発揮して 懸 つた 日に は、 どこ 

かに 異分子が 混入して 来る 訳になります。 しかも この 

異分子 もまた B 主義の 名に 掩 われて しだいし だいに 

るてん ず 

流転して 行く うちに は、 B 主義の 意味が 一 歩 ごとに 摺 

れて、 摺れ るた びに 定義が 変化して、 変化の 極 は 空名 

に 帰着す るか、 それでなければ いたずらに 紛々 たる 

じょうらん 

擾乱 を 文壇に 喚起す る 道具に 過ぎなくなります。 

ばしょう しょうふう 

芭蕉が 死んで から 弟子 共が 正風 の 本家 はおれ だ 我 だ 



ながら 毫も 気がつかない 場合 は 珍しくない ようです。 

A と A, 〔# 「A, 」 は 縦 中 横〕 と は 似て いる。 だから 双 

方 共 B 主義で もま あよろ しい。 A, 〔# 「A, 」 は 縦 中 

横〕 と A" 〔# 「A〃 」 は 縦 中 横〕 とも 似て いる。 だから 

双方 共 まあ B 主義で よろしい。 降って Anil 〔#「A 

n — l」 は 縦 中 横、 「nll」 は 上付き 小 書き〕 と A n 〔# 

「An」 は 縦 中 横、 「n」 は 上付き 小 書き U と を 比較す ると 

やはり 似て いる。 だから 双方と も 依然として B 主義で 

さしつかえ 

差 支ない ような ものの、 最初の A と 最終の A n 〔#「A 

n」 は 縦 中 横、 「n」 は 上付き 小 書き〕 を 対照した 時に 始め 

て 困る。 何だか B 主義で は 足りない ような 心 持が しま 



みたよう な ものに なって しまいます。 イブセン を 捕ま 

えて 自然 派 だと 云う 人が あります。 どうも イブセンと 

モ ー パ サンと はいつ しょに ならない ように 思われます。 

そうかと 思 う と イブ セン を 浪漫派 だ と 申す 人が ありま 

まだけ 

す。 しかし イブセンと ュ— ゴ— と はとうて い 同じ 畠 

の もの じ やない ようであります。 要するに 二三の 主義 

を どこまでも 押し通して、 あらゆる 作物 を どっち かへ 

片 づけよう とする 無理から 起った もの じ やない かと 考 

えられます。 イブセンなら イブセン を 本位と して、 説 

明す るに は、 在来の 何々 主義 (しかも そのうちの 一 つ) 

で 足りる と 思う の は、 また 足りなければ ならない と 思 



い 定めて かかる の は、 やはり 歴史的 研究の 弊 を 受けた 

もので はなかろう かと 愚考 致します。 それで 少々 出立 

地 を 変えて 見たら、 この 窮屈 を 破る と 同時に この 曖昧 

を も 幾分 か 避けられる だろうと 思います。 

(四) もう 一つ 申して 本題に 入る つもりで ありま 

すが、 これ は 純粋なる 歴史的 研究と は 云えない かも 知 

れ ません。 今まで 述べた 三カ条 はみ な 文学史に 連続し 

た 発展が ある ものと 認めて、 旧を棄 てて 漫リに 新 を 追 

う 弊と か、 偶然に 出て 来た 人間の 作の ために 何 主義と 

云う 名 を 冠して、 作 そのもの を 是非 この 主義 を 代表す 

るよう に 取り扱った 結果、 妥当 を 欠く にもかかわらず 



これ を あくまでも 取り崩しが たき whole と 見 傚す 弊 

や、 あるいは 漸 移の 勢に つれて この 主義の 意義が 変化 

きた 

を 受けて 混雑 を 来す 弊 を 述べた のであります。 ここに 

申す 事 は 歴史に 関係 はあり ますが、 歴史の 発展と はさ 

ほど 交渉 はない ように 思われます。 すなわち 作物 を 区 

ちと 

別す るのに、 ある 時代の、 ある 個人の 特性 を 本と して 

成り立った 某々 主義 を もってする 代りに、 古今東西に 

渉って あてはまる ように、 作家 も 時代 も 離れて、 作物 

の 上に のみ あらわれた 特性 を も つ てす る 事であります。 

すでに 時代 を 離れ、 作家 を 離れ、 作物の 上に のみ あら 

われた 特性 を もってす ると 云う 以上 は、 作物の 形式と 



題目と に 因つ て 分つ より ほかに 致し方が ありません。 

まず 形式から して 作物 を 区別す ると 詩と 散文と になり 

ます。 これ は 誰でも 知っている 事で 改めて 云う ほどの 

必要 も 認めません。 詩と 散文と 区別した からと 云って 

ほう,. 5, つ 

創作家の 態度が ちょっと 髡髴 しにくい のです。 分けな 

いより まし かも 知れない が、 分けた ところで 大した 利 

益 も 出て 来ない ようです。 次に 問題から して 作物の 種 

類別 をす ると、 まず 出来事 を 書いた もの を 叙事詩 (こ 

れは希 臘の作 を 土台に して 付けた 名 だから、 我々 は 叙 

事 文と 云っても 構いません) と 名 づけたり。 自己の 感 

情を咏 じた もの だから 抒情詩 (これ も 抒情 文と しても 



よろしい) と 申したり。 性格 を 描いたり、 人生 を 写し 

たりす るんで、 小説と か 戯曲と かの 部類に 編入したり。 

あるいは 静物 を 模写す るんで 叙景 文と 号す るよう な 分 

類 法であります。 この 分類に なると 多少 細かに なり ま 

すから、 詩と 散文の 区別より 幾分 か 創作家の 態度 を 

窺う 事が できて、 ずいぶん 重宝で はあり ますが、 これ 

とても 与えられた 作物 を 与えられた なりに 取り扱う だ 

けで、 その 特性 を 概括す るに とどまって しまい やすい 

さかのぼ 

から、 それよ リ 以上に 溯って、 もう 少し 奥から、 こ 

う 云う 立場で、 こう 変化す ると 小説が できる、 こう 変 

化する と抒晴 詩が できる とまで は 漕ぎつ けて いない の 



と 申しても 哲学者の 云う "Transcendental I" だの. 

心理学者の 論ずる Ego の 感じ だのと いう むずかしい 

事ではありません。 ただ 我と 云う もの は 常に 動いて い 

る もので (意識の 流が) そうして 続いて いるもの だか 

ら、 これ を 区別す ると 過去の 我と 現在の 我と になる 訳 

であります。 もっとも どこで 過去が 始まって、 どこか 

ら 現在に な るんだ と 議論 をし 出す と 際限が ありません。 

古代の 哲学者の ように、 空 を 飛んで 行く 矢へ 指 を さし 

ひっきょう 

て 今 どこに いると 人に 示す 事が できない から、 必竟 

矢 は 動いて いないんだ などと いう 議論 もやれ ないでも 

ありません。 そう、 こだわって 来て は 際限が ありませ 



んが、 十 年 前の 自分と 十 年後の 自分 を 比較して 過去と 

現在に 区別ので きない ものはありません から、 こう 分 

けて 差し 支ない だろうと 思います。 そこで —— 現在 

の 我が 過去の 我 を ふり 返って 見る 事が できる。 これ は 

当然の 事で 記憶 さえ あれば 誰でもで きる。 その 時に、 

我が 経験した 内界 の 消息 を 他人 の 消息の) J とくに 観察 

する 事が できる。 事が できる と 云う のです から、 必ず 

そうなる と 云う ので もなければ、 またそう 見なくて は 

ならない と 云う ので もありません。 例えば 私が 今日 こ 

うち 

こで 演説 をす る。 その 時の 光景 を 家へ 帰って から 寝な 

がら 考えて 見る と、 私が 演説 をし たんじ やない、 自分 



んが、 惜しい 事に おいでにな らんから、 完全に 私の 心 

理 状態 を 説明す る 訳に 参りません。 そこで この 漠然た 

る 限界の 広い 内容 を 意識 界と 云って、 そのうちで 比較 

的 明瞭な 点 を 焦点と 申します。 これ は 前 申した 通り 時 

間の 経過に 重き を 置かない simultaneous の 場合で あ 

ります が、 時間の 経過 上に ついても 同様の 事が 申され 

ます。 しかし これ を 説明 するとく どくなります から 略 

します。 また 想像で 心に 思い 浮べ る 事物 も ほぼ 同様に 

み な 

見 傚され るだろう と 考えます から 略します。 それから 

前に 申した 例 は 単に 分り やすいた めに 視覚から 受ける 

印象の みに ついて 説明した ものであります から、 実際 



て 参ります。 そうして この 取捨 は 我々 の 注意 (故意 も 

しく は 自然の) に 伴って 決せられる のであります から、 

あんばい 

, J の 注意 の 向き 案排も し く は 向け 具合が すなわち 態度 

さしつかえ 

であると 申しても 差 支な かろうと 思います。 (注意 そ 

の ものの 性質 や 発達 はこ こに は 述べません) 私が 先年 

倫敦 におった 時、 この間 亡くなられた 浅 井先 生と 巿中 

を 歩いた 事が あります。 その 時 浅 井先 生 は どの 町へ 出 

て も、 どの 建物 を 見ても、 あれ は 好い 色 だ、 これ は 好 

い 色 だ、 と、 とうとう 家へ 帰る まで 色尽 しでお しまい 

になり ました。 さすが 画伯 だけあって、 違った もの だ、 

先生 は 色で 世界が 出来上が つてる と 考えて るんだ なと 



大に 悟りました。 すると また 私の 下宿に 退職の 軍人で 

八十ば かりになる 老人が おりました。 毎日 同じ 時間に 

同じ 所 を 散歩 をす る 器械の ような 男でした が、 この 老 

人が 外へ 出る ときつ と 杓子 を 拾って 来る。 もっとも 日 

本の 飯 杓子の ような 大きな ものではありません。 小 供 

おもちゃ さじ 

の 玩具に する ブリ ツキ 製の 匙であります。 下宿の 婆 さ 

んに 聞いて 見る と 往来に 落ちて いるんだ と 申します。 

しかし 私が 散歩した つて、 いまだ かって 落ちて いた 事 

がありません。 しかるに 爺さん だけ は 不思議に 拾って 

来る。 そうして、 これ を^ 嚀に 室の 中へ 並べます。 何 

でもよ ほどの 数に なって おりました。 で 私 は 感心し ま 



を 取って、 経験者の 態度が いかに 分岐して 行く かと 云 

う 事 を 御 話して、 その 態度の 変化が すなわち 創作家の 

態度の 変化 にも 応用が できる もの だ と 云う 意味 を 説明 

きわ 

しょうと 思います。 極めて 単純な 所 だけ、 大体の 点の 

みし か 申されません が、 幾分 か 根 本義の 解釈に もな ろ 

うかと 存じて、 思い立った 訳であります。 

まず 吾人の 経験で もっとも 単純な もの は sensation 

であります。 近頃の 心理学で は、 この 字に 一種 限定的 

の 意味 を附 して、 ある 単純なる 全部 経験の 一 方面 を あ 

べんぎ 

ら わす 事に なって おります が、 私 は 便宜の ため 全部 経 

験の 意義に 用います。 ただ 便宜の ために 用いる のです 



から、 実際の 衝突の ない 事 は 私の 説明 を 御 聞に なれば 

御 分りになる だろうと 思います。 それから ある 心理学 

者 は sensation は 分解の 結果 到着す る 単純な 経験で、 

現実な 吾人の 経験 はも つ と 複雑な ところから 始ま つ て 

いる じ やない かと 云って るよう です が、 それ も 構い ま 

せん。 ただ sensation が 単純な 経験 を あらわせば、 私 

の 目的に は 宜しい のであります。 もし 不都合なら、 そ 

んな字 を 借用し ないでも よろしい。 面倒な 事 を 云わな 

いで、 例で もって 御 話 を すれば、 早く 合点が行かれ ま 

すから、 すぐさま 例に 取り かかります。 

さか どん や めくら じ ま 

時々 酒 問屋の 前な ど を 御 通りに なると、 目 暗 縞の 着 



とうざん まえだれ こくら はさ 

物で 唐桟の 前垂 を 三角に、 小 倉の 帯へ 挟んだ 番頭さん 

こも かぶ のみぐち たる 

が、 菰 被りの 飲 口 を ゆるめて、 樽の 中から わずかば か 

ちょく 

りの 酒 を、 もったいな そうに 猪口に 受けて 舌の 先へ 

持 つ て 行く と ころ を 御覧になる 事が あるでしょう。 

しょうばいがら うま しずく 

商売柄 だけに 旨い 事 をす るな と 見て いると、 酒の I 卞 

が 舌へ 触る か、 触らない うちにぶ つと 吐いて しまい ま 

す。 そうして 次の 搏か らまた 同じように 受けて、 同じ 

ように 舌の 先へ 落して は、 次へ 次へ と 移って 行きます。 

けれども 何遍 同じ 事 を 繰り返しても けっして 飲まない。 

飲んだら 好 さそうな ものです が、 ことごとく 吐き出し 

うち 

てし まいます。 そこで 今度 は 同じ 番頭が 店から 家へ 



帰って、 神さん と 御 取 膳 か 何 かで、 晚酌を やる。 する 

と 今度 は 飲みます ね。 けっして 吐き出しません。 こと 

によると 飲み 足りないで、 もう 一本なん て、 赤い 手で 

徳久利 を 握って、 細君の 眼の 前へ ぶらつかせる 事が あ 

るか も 知れません。 まず この 二た 通りの 酒の 呑み 方 

(もっとも 一方 は 呑み 方で はない、 吐いて しまう から 

吐き 方 かも 知れません が) —— 吐き 方なら 吐き 方で も 

よろしい。 この 呑み 方と 吐き 方 を 比較して 見る と 面白 

い。 研究と 申す ほどの 大袈裟な 文字 は いかがわ しいが、 

説明の しょうに よると、 なかなか えらく 聞え るよう に 

できます から 御 慰みになります。 まず 第 一 に は、 御 店 



口舌の 満足 を 得る というの が晚 酌の 状態であります。 

双方と も 同じ 経験に 違いない。 ただ その 経験の 処置が 

異な つ ています。 言葉 を 換えて 云う と 同様の 経験に つ 

いて、 眼の 付け所が 違う、 注意の 向け 方が 違って いる。 

最後に この 講演に 大事な 言葉 を 用いて 申します と、 態 

度が 違 つ ております。 (ここのと ころが 少し ヴント な 

どと 違って るか も 知れません。 ヴント のよう な 専門の 

大家に 対して 異説 を 立てる の ははな はだ 恐縮です が、 

私の は、 こう 行かない と 説明に なりません から、 こう 

さしつかえ 

してお きます。 またこう しても、 実際 上 差 支ない と 

JS15 じます) 



もう 一 歩 進んで、 この 態度が 違って いると 云う 事 を 

説明し ますと、 番頭の 方 は 酒の 味 を 外へ 抛げ 出す 態度 

であります。 すなわち 自分の 味覚 を もって、 自分 以外 

の もの、 (最前 申した 非 我) の 一 部分 を 知る 料に 使う の 

であります。 譬喩で 云う と、 酒の 味が 舌の 先から 飛び 

ひそ 

出して、 酒の 中へ 潜んで 落ち着く 方角に 働く ので あり 

ます。 晚 酌の 方 はこれ が 反対の 方向に 働いて おります。 

非 我のう ちに 酒と 云う ものが あって、 その 酒が、 ある 

いんねん お 

因縁で、 外から 飛び込んで 来て、 我 を 冒 かした、 もし 

く は 我が 冒された と 承知す るので あります。 詰めて 云 

うと、 一は 我から 非 我へ 移る 態度で、 一は 非 我から 我 



ひん 

へ 移る 態度であります。 一は 非 我が 主、 我が 賓 という 

態度で、 一 は 我が 主、 非 我が 賓と 云う 態度と も 云え ま 

す。 番頭から 云う と 酒の 味 自身が 酒の 属性になる の だ 

から、 これ を 属性 的の 経験と も 云えましょう。 晚酌か 

ら云 うと 酒の 味が 自己の 幸 不幸 (あまり 大袈裟なら 快 

不快) にな るんだ から 感受 的と でも 云えましょう。 洋 

語で 云う と affective と 申したら 妥当 だろうと 思い ま 

す。 あるいは 番頭の、 自己に あらざる 酒に 重き を 置く 

点から 云えば 客観的 態度と も名づ けられましょう し、 

晚 酌の、 自己に 受 くる 刺激 を、 密 切な 自己の 一 部分と 

見 傚す 点から 云えば、 主観的と も 申されましょう。 ま 



たは 番頭の 態度が 非 我 を 明らめよう とする 態度で ある 

から、 主知主義と 云って 善かろう と 思います し、 晚酌 

の 態度が、 我に 感ずる 態度 であるから、 主感 主義と 云つ 

て 善かろう と 思います。 (ここに 云う 両 主義 は 便宜の 

ため 私が 栴 えたの だから、 かの 心理学の 一 派 を 代表 

する 主意 説と は 切り離して 見て いただきたい) 

これでた いて い 御 分りに なった ろうと 思います が、 

なお 念のために、 もう 少し 複雑で 時間の 経過 を 含んで 

いる 例 を 御 話しして おきたい と 考えます。 かって 西洋 

の 石版 業の 事 を 書いた もの を 見た 事が あります が、 そ 

の 中に 彼らの 技巧 は 驚ろ くべき もの だと ありました。 



なぜ 驚ろ くべき もの かと 申す と、 彼ら は 原画 を 一 目 見 

る や 否や、 この 色と この 色 を、 これ だけの 割合で、 こ 

う 混ぜれば、 この 調子が 出る と、 すぐに 呑み込ん でし 

まう。 それから その 通りに やる、 はたして その 通りの 

調子が 出る。 まず こんな 具合なん だそう です。 ところ 

が 画工の 方 はどう かと 云う と、 まず 腹の 中で、 ここへ 

こんな 調子 を 出して、 面白味 を 付けようと 思う。 それ 

から 絵の具 を 交ぜる —— もし ィムプ レシ ョ 二 ストなら 

単純な 色 を 並べて、 すぐに 画布へ 塗り付ける。 そうし 

て 思い通りの 調子 を 出す。 今 この 両人 を 比較して 見 ま 

すと、 ある 手段に 訴えて、 目的 (すなわち 思い通りの 



色) に 到着す るの だから、 そこまで は 同じ 事と 見 傚し 

さしつかえ 

て 差 支ない のです。 しかし 両人が 工夫の 結果 同じ 色 

彩に 到着しても、 到着した 時の 態度 は大に 違う と 云わ 

なければ なりません。 画工の 方 はこの 色彩 を 楽しむ の 

であります。 いい effect が 出た と 云って 嬉しがる の 

であります。 この 楽み を 除いて は、 いろいろの 工夫 を 

積んで この結果に 達する までの 知識 は 無用な ので あり 

ます。 しかし この 知識 を ある 意味に おいて 自得して い 

ない と、 どうあって もこの 結果が 出せない。 出せな け 

れば 楽しむ 訳に 参ら ん から やむをえず この 過程 を 冥々 

のうちに あるいは 理論的に 覚え込む のであります。 し 



すると、 これ を 叙述す る 方法が 双方 共に どう 発展す る 

かとい う 問題であります。 

その 前に ちょっと 御断わり をして おきます が、 ここ 

では A なら A を 与えて あると 見て、 その 与えられた A 

をい かに 叙述して 行く かと 云う のです から、 叙述 家に 

A を撰択 する 権利がない 事になります。 しかしながら 

前に 我々 の 心 を 幅の ある 河に 喩えた 時、 この 川幅の 一 

点 だけが 明暸 になる から、 明暸 になった 一 点 だけが 

ぼうぼう うち 

意識の 焦点に なって、 他 は 皆茫々 の裡に 通過して しま 

う。 そうして その 焦点 は 注意 の もっとも 強い所に でき 

る、 そうして 注意 はすな わち 態 S であると 申しました 



だから 心の 態度 は撰択 淘汰の 権 を 有して おります。 こ 

こに A を 与えられた とする の は、 心の 態度に A を撰択 

する 権利がない と 云う 意味ではありません。 すでに 撰 

択 せられた る A についての 話であります。 

本来なら ば 前に 申した 両 態度が いかなる 風に、 いか 

なる 性質の 焦点 を 作る か を 論じなければ ならん はずで 

あります。 しかしそう すると 大変 複雑な 問題に なり ま 

すし、 また 撰択の 態度 は、 すなわち 撰択 された もの を 

叙述す る 態度と 同じ 事で、 双方と も 傾向に 相違 はない 

と 考えます。 前に 云った 色 好きの 浅 井先 生の ような 人 

に、 ェ スト ミンス タ—. アベ— が 眼に 着いた とすると、 



先生 は 自分の 勝手で この 寺院 を撰択 した 訳になります 

が、 さて これ を 叙述す る 段に なれば (腹の 中で 叙述し 

て も、 口で 叙述しても、 または 筆で 叙述しても) 撰択 

した 時の 態度 を もって 細かに 局部に 向う だけの 事で あ 

ります。 ただ 叙述の 際に ある 連想 だと か、 ある 概念 だ 

とか ある 記号 だと か アベ —以外の 材料 を もって 来て、 

アベ— の 色 を 説明す るか も 知れません が、 説明の 道具 

せんたく 

に 使われる 材料 もまた 同じ 態度で 撰択 した もので ぁリ 

ますから、 つまり は 同じ 事だろう と 思います。 (もつ 

とも 例外 は 出て 来ます。 態度が 中途で 代る 事 も あり 得 

ささ い 

ます。 しかし これ は 些細の 事と して 御 見逃し を 願いた 



い) 

そこで A を 与えられ たものと 見て、 これ を 叙述す る 

様子が だんだんに 分れて 遠 ざ かると ころ だけ を 御 話し 

をしたい。 A そのもの は 何だか 分らない のです が、 こ 

れを 叙述す る 方法 は 主 知 (客観) の 態度に 三つ、 主感 

(主観) の 態度に 三つ、 そうして 両方 を 一 つず つ 結びつ 

けて 対に する 事が できる かと 思います。 当ってい る 

当ってい ない はもち ろん 大切であります が、 比較す る 

と、 よく 対が とれて いると ころに 私 は 興味が あるので 

あります し、 叙述と なるとす でに 文学の 領分に、 いつ 

の 間にか^ 入って おります から、 私の 思いついた まま 



を 御 参考に 供し ます。 

第 一 段 は 叙述が、 一 歩 客観 主観の 両面 へ 展開した 時 

の 状態で、 この 左右の 扉 を 対と 見る ところに 興味が あ 

るので あります。 この 時期に おける 客観的 叙述 を 私 は 

perceptual と 名 づけようかと 思います。 すなわち 前 

まと 

に 申した 酒の 味よりも やや 複雑な 感覚的 属性が 纏ま つ 

て 一 体 を 構成して いるもの を、 綜合され た 一 体と 認め 

て、 認めた まま を 叙述す る 意味に 用いる つもりで あり 

ます。 例えば ここに 洋 卓が あると、 この 洋卓は 堅い、 

黒い、 ニスの 臭 のす る、 四角で 足の ある、 云々 と 一 々 

に その 属性 を 認めて、 認めた 属性 を 綜合して 始めて 叙 



ねばな りません。 ただ 注意す ベ き 事 はこの 際 主観的 分 

子が 無くなつ たと 解釈して はならん のであります。 現 

に 色 を視、 音 を 聞く 以上 は、 この 経験 を 綜合して 我以 

外に 抛げ 出す と、 抛げ 出さざる とに 論な く、 色 も 音 も 

依然として、 一 方で は 主観的 事実であります。 

これで 私の いわゆる perceptual な 叙述の 意味 は大 

概御 分りに なりましたろう。 ところが、 属性が 複雑に 

なる に 従って、 叙述が 長たら しくなります。 長たら し 

くなる と、 叙述 をす る 当人 も 迷惑で あり、 叙述 を 聴く 

まと 

もの は 一度に 纏め かねる ようになります。 したがって 

この 叙述 を 簡単に する ために は、 勢い 叙述され べき 物 



に 類似の もので、 聞く 人の 頭の 中に、 すでに 纏って 

昏 入って いるもの を 持ち出して 代理 をさせる のが 便利 

かき 

になります。 例えば 柹を 見た 事の ない 西洋人に 柹を説 

明す るよりも 赤茄子の よう だと 話す 方が 早 解りが する 

ような ものであります。 もちろん この 代理になる 赤茄 

子の 考が 先方の 頭の なかに なくて は 駄目で、 考が ある 

以上 は、 その 考え 次第で は、 第二 段に 述べる 

conceptual な 叙述 を 予想した 事になります が、 これ 

は その 場合に 至って なるべく 不都合の ないように 説明 

してみ ましょう。 とかくに この 代理の もの を 用いる と 

云う 事 は、 純粋の 叙述で はない、 方便で あるから、 あ 



まり 厳密に 考える と 少し は 破綻が 出そう であります。 

しかし 実際的に は ほとんど、 私の 主意 を 害する 事の な 

いのみ か、 かえって 私の 考を 明瞭に 御 分らせ 申す 結果 

になり ますから、 こう 致して おきたい。 のみならず、 

こうして おくと、 片一方の 主観的の 方と 比較 するとき 

に 大変な 好都合になる のであります。 

そうすると、 帰着す ると ころ は、 perceptual な 叙述 

の もっとも 簡便な 形式 は 洋卓は 唐 机 の ごとしと か、 

柹は 赤茄子の ごとしと か、 驢は騾 の ごとしと か、 すべ 

て 眼に 見、 耳に 聞き、 手に 触れ、 口に 味わい、 鼻に 嗅 

ぎよ うそう 

いで 得た る 形相 を もって 叙述す る 事になります。 そ 



の 一 般の 形式 を A は B の ごとしと してお きます。 

perceptual な 叙述に 対する、 主観的 方面の 叙述 は 

何で あるかと 云う と、 私 はちよ つと 名前に 窮す るから 

しばらく 在来の 修辞学に 用いて いる 直喩 (simile) と 

いう 語 を 借用 致します。 しかし 全然 従来の simile と 

も 思われない ようです から、 そのつ もりで 聞いて いた 

だきたい。 普通 修辞学 者の 説に よると、 似た もの を 似 

たもので 説明す るんだ そうです。 これ だけなら ば柹を 

赤茄子で 説明したり、 洋卓を 唐 机で 説明す るのと 別段 

の 相違 もない ようです。 ところが 実際の 例 を 見る と、 

大分 これと は 趣 を 異にして いるの があります。 あの人 



の 心 は 石の よう だ。 あの 男 は 虎の よう だ。 などと 云う 

のがあります。 そこで は 私 は 第一 段の 主観的 叙述 を あ 

ら わすに simile と 云う 字 を 借用し ました。 これ は 普 

通 simile の 下に 取り扱われ ている 叙述の ある ものが、 

私の いわゆる 第 一 段の 主観的 叙述と 同 傾向 を 有して い 

るから と 云う だけに 過ぎません。 さて 今 申した、 あの 

人の 心 は 石の よう だと 云う 例 をと つて、 調べて 見る と 

心と 石 を 並べても 比較しょう がありません。 また あの 

男 は 虎の よう だと 云う 例に しても その 通り、 虎と 人間 

と はとうて いいつし よに なりよう がない。 けれども 別 

に 無理と も 思わないで 使って います。 してみ ると どこ 



分の 冷た さで、 堅 いのも 自分の 堅さで あるから、 ひと 

たび 石の 経験に 触れる や 否や、 石 を 離れて 冷たい、 堅 

いと 云う 心持ち だけにな るから、 いやしくも これと 同 

じ 心 持 を 起す ものなら ば、 移して 何へ でも 使う 事が で 

きます。 それで、 あの人の 心 は 石の よう だと 云う 叙述 

が 意味の ある ものと なります。 これ は 全く 性質の 違つ 

た 比較 をす る 場合で、 むしろ 極端であります。 比較す 

る ものと 比較され る ものとの 属性が 一 点 もしくは 一 以 

上の 諸 点に おいて、 似て いれば 似て いる だけ 客観的 比 

ぜんぜん 

較に 近づく 訳です からして、 漸々 perceptual の 叙述 

に 縁が ついて 参ります。 例えば 先刻の あの人 は 虎の よ 



うだと いうよう な simile でも 石と 心の 比較に 比べる 

と、 幾分 か は perceptual の 方面へ 向いて おります。 

なぜと 云う と、 虎 は 動物で あり、 人 も 動物で あると い 

う 点に おいて、 すでに 客観的 価値の ある 比較で ありま 

す。 何も 動物と 云う 概念がなくても 構いません、 寝る 

ところが 似て いる、 物 を 食う ところが 似て いる、 歩く 

ところが 似て いる 以上 は、 客観的 価値が あります。 い 

くら 皮膚が 似て いなく つても、 足の 恰好が 似て いな 

くっても、 髯の 数が 似て いなく つても、 似て いると こ 

ろが ある だけ それだけ 客観的 価値の ある 比較で ありま 

す。 しかしながら、 もし 以上の 点に おいて 類似 を 主張 



するならば、 よりよ き 類似 を 主張す る 比較 物 はいくら 

でも ある はずであります。 例えば あの人 は 父 に似てい 

ると かまた は 母の ごとしと か 云う 方が 虎の ごとしと 云 

はる おんとう 

うよりも 遥かに 穏当であります。 立派な perceptual 

な 叙述が できる はずであります。 しかるに これ を棄て 

て 客観的 価値の もっとも 少ない 虎 を 持つ て 来たの は、 

すべての 不 類似のう ちに 獰猛の 一 点 を撰択 しても つと 

も 大切な 類似と 認めた からであります。 さて この 撰択 

は 前に 云った 通り 我々 の 注意で きまる ので、 云い 換え 

ると 我々 の 態度で 決せられる のであります。 では この 

際の 態度 は 客観 か 主観 かと 云う 問題になります。 獰猛 



の 方に 重き を 置いて いるよう に 思われます。 だから 私 

はこの 種の 比較に 用いる 虎なら 虎 を、 客観的 価値の 

もっとも 少ない ものであると 云う 訳で、 また 客観的 価 

値の ある 局部 を も 主観的 態度で 注意す る 傾向が あると 

云う 訳で、 この 方面の 叙述と 見る のであります。 石の 

例と 虎の 例で も 分る ごとくす でに 主観の 程度に は 厚薄 

があります。 なお 進んで 月が 鎌の よう だと 云う 叙述に 

至る とまた 一 歩 perceptual の 方へ 近づいて おります 

(面倒 だから 解剖 は 致しません)。 かように して 漸々 客 

観 的 価値 を 増す に 従って、 ついに は perceptual の 叙 

述に 達する のであります。 



perceptual の 叙述と、 simile (私の いわゆる) との 

対 はまず かような ものであります。 前者 は 客観で 知 を 

主と し、 後者 は 主観で 感を 主と する のが 特性で ありま 

す。 しかし 常態 を 申す と 双方が 幾分 か 交り 合って いる 

事 は、 例に 因って 説明した 通であります。 

これから 第二 段の 対に 移ります。 第二 段の 片 扉で 

客観 態度の 方 を conceptual な 叙述と 名 づけたい と 思 

います。 それから 片 扉の 主観 態度の 方 を やはり 在来の 

修辞学の 言葉 を 借りて metaphor としてお きます。 意 

味 はこれ から 説明し ます。 

ある もの を 一 一度 見て はは ああれ だな と 合点す るの を 



recognition と 申します。 二度 以上 たびたび 見て、 

やっぱり あれ だな と 承知す るの を cognition と 申し ま 

す。 もし 一 つもの を たびたび 見る 代りに 同種類の 甲乙 

を たびたび 見た 上で、 やはり 同種類の 丙に 逢った 時、 

これ はこの 種類の 代表者 もしくは その 一 つで あると 認 

める の は conception の 力であります。 隣り の 斑 はこ 

うであった。 向う の 白 はこうであった。 どこそこの 犬 

はこうで あつたの 経験が 重なると、 すべての 犬 はこう 

であった と 纏って 参ります。 それが もう 一層 固まる 

と、 こうで あつたが 変じて、 かく あらねば ならぬ とま 

で 高 じて 参ります。 かく あらねば ならぬ となった 時に、 



犬なら 犬 全体に 通じての 考が できます。 かく あらねば 

ならぬ 考 だから、 本人 はま だ 見ぬ 犬に も、 いまだ 生れ 

ぬ 犬に もこれ を 適用 致します。 さて この 概念 を 抱いて 

往来 を 歩いて いると、 たちまち わんと 吠えられる 事が 

あります。 当人 はさつ そくに はは あ 鳴いた な。 これ 犬 

なりと 断 じます。 私 はこの これ 犬な リの 叙述 を 

conceptual な 叙述と 申したい のであります。 犬 は 一 

匹であります。 耳が 垂れて、 尾が 巻いて、 わんわん 云 

う 声 を 出して いるか も 知れません。 しかし 単に それ だ 

け 見たり 聞いたり した だけで は、 種属 全体に 通用す る 

犬と 云う 断案 は 出て 来ません。 だから この 際にお ける 



犬 は、 頭の 中に 前から 存在して いる 犬の 一匹 もしくは 

もと は い 

代表者であります。 固よ リ頭 のなかに 這 入って いる 大 

は、 犬と 云う 名前で 這 入って いるか、 または 抽象的な 

関係 的 知識に なって 這 入って いる だけ だから、 形 を 具 

えて はおりません、 形 を 具えて いる 犬 はいつ でも 代表 

的な 一 匹の 犬に なって しまう の は 無論であります が、 

個々 特別の 場合 を 綜合して 成立った ものであると いう 

点に おいて、 すでに 密 切な 主観的 意味 を 失って ぉリま 

す。 personal element が 亡くなつ ております。 犬 は 

かく あるべき ものと いう 事 を 云い 換える と、 すべての 

人 は 犬 を かく 考 うべき はず だとい う 事になります。 す 



なわち 他人 はどうで も 自分 はこうと いう 立場 を 離れて 

おります。 誰に でも 通用す る もの、 結局 は 客観的に た 

しかな ものと いう 事になります。 それ だから 犬の 概念 

は 頭の 中に ある だけ にもかかわらず、 その 価値 は頭以 

外すな わち 非 我の 世界に 抛 出されて 始めて 分る もので 

あります。 その代り 例の 主観的な 分子 は、 perceptual 

の 叙述に 比べる と 全く 欠乏して 参ります。 ただ 吾人の 

知識が 非 我の 世界に お いて 広くな つたと 云う 事 は 云わ 

れ ます。 けれども 犬と 云えば、 すぐに 一 匹の 犬 を 思い 

出す のが 通例で あるから、 理窟から いう ほど 主観的 分 

子 は 欠けて いない 場合が 多い ので、 その 点に おいて は 



第一 段の perceptual な 叙述と つなが つ ております。 

(この場合に おいても これ は 犬な りと いうの はも つ と 

も 単簡なる 形式 を 撰んだ ものであります)。 

今度 は 対の 片 扉なる 主観の 方面すな わち metaphor 

に 移って 申します。 これ は 御 承知の 通り simile の 変 

化した もので、 修辞学 者 は 大胆なる simile と 評して 

おります。 あの人の 心 は 石の よう だと 云う 代りに、 あ 

の 人の 心 は 石 だと 断 じ、 あの人 は 虎 だと 云い 切る 類 

であります。 第一 段の 比較に 対して、 ここで は 心 を 石 

と 同一視し、 人 を 虎と 同一視す るので あります。 だか 

ら simile よりも 一 層 客観的 不 類似の 点 を 無視した 訳 



になります。 だから その 点に おいて 一 層 主観的 態度の 

み な さしつかえ 

叙述と 見 傚して 差 支あります まい。 (その他の 点 は 

simile の 所と 同様の 議論であります から 略します) 

第三 段になる と 妙な 対が できる と 思います。 ここに 

なると 双方 共が 象徴に 帰して しまう のであります。 本 

来 を 云う と、 犬と 云う の も 記号で、 心 を 石 だと 云う の 

も 一種の 象徴であります から、 第三 段に なって 正式に 

ま 、- L こ 、- 

あらわれ るの はすで に 前から 胚胎して おった もので あ 

リ ます。 客観の 態度から 出る 象徴の、 もっとも 面白い 

例 は 数字の 記号で ある もの を 代表す る 事であります。 

例えば^ + w=^ 〔# 「さ、 「^J、 「さ は それぞれ 縦 中 



横、 すべての 「2」 は 上付き 小 書き U と あれば この 関係で 

円 を 叙述す る 事になる そうです。 私の 知っている 数学 

者 はこの 式 さえ 見れば 円が 眼に 浮ぶ と 云いました。 恐 

ろしい ものです。 しかし この 式の 意味 を 解しても、 円 

が 眼に 浮ぶ ようにな るの はちよ つ と 暇が かかる だろう 

と 思われます。 それから x= a cos 2 k M は 一 種の 振 

動 を あらわしたり、 え = §=i=i と あると 光波の 長さ 

で 光の 色 を あらわす の だそう で、 まことに 不可思議の 

至の ように 思われ ますが、 いずれも 長く かかって 説明 

まぶ 

すべき もの を、 手数 を 省く ために、 かように つづめた 

ものであります。 だから 比較的に 非常に 込みい つた、 



客観的 関係が 畳み込まれて いるに は 相違ありません。 

それが ため これら を 了解す る 非 我の 世界に おける 知識 

は 大分 広く 深くなる でありましょう が、 その代り 我自 

身 だけに 関する 経験すな わち 主観の 部分 は 全くない と 

云っても 差し 支ありません。 ただし^ + w=^ 〔# 

「お」、 「だ、 「^」 は それぞれ 縦 中 横、 すべての 「2」 は 上付 

き 小 書き U はいかな 円で も 円で さえ あれば あらわして 

とり なお 

いるの だから、 取 も 直さず 円の 概念に 当ります。 のみ 

ならず ある 人 はこの 式 を 見れば すぐに 一 個の 円が 眼に 

浮ぶ と 云う のです から、 この 人に とって は、 この 公式 

は perceptual な 叙述の 代りに もなります。 まことに 



する 光りに 見えたり します。 こうなる と漸々 主観的 価 

値が 増して くるの みならず、 解剖の 結果 全く 得手勝手 

な 象徴で ない と 云う 事 も 証明が できます。 このく らい 

ならば まだ、 大した 事はありません。 第二 段 第一 段と 

つながって いるく らいの ものであります が、 層々 展開 

して 極端に 至る と 妙な 現象に 到着し ます。 ちょっと そ 

の 説明 を 致します。 我々 は 我々 の 気分 (主観の 内容) 

を 非 我の 世界から 得ます。 しかし 非 我の 世界 は 器械 的 

法則の 平衡 を 待つ て 始めて 落ちつく ものであります。 

もし この 平衡 を 失えば すぐに 崩れて しまいます。 した 

が つ て 自分が こういう 気分に なりたい と 思った 時に、 



い 鳥であります。 また その 鳥が 筋 違に 通る ところ も、 

始終はありません。 おやという うちに 時鳥 も 筋 違 も 消 

えてし まいます。 消えて しまう 以上 は その 時の 気分に 

なりたく つても ちょっと なれない から、 平安 城 を 筋 違 

にと いう 瞬間の 働き を さも 永久の 状態の ごとく、 保存 

まと 

に 便に する ように 纏めて おきます。 さて かように 纏つ 

た 気分が (客観的に 云う と 形相) だんだん 頭の なかへ 

たま 

溜って 参る と 仮定し ます。 そうして それが 入り乱れる 

とします。 広くな リ 深くなる と 見ます。 すると 一 種奇 

妙な 気分になります。 この 気分 を 構成す る 一 部 一 部 は、 

非 我の 世界に これに 相応す る 形相 を 発見し もしくは 想 



像す る 事が できます が、 この 全体の 気分に 応じた もの 

ねんし ゆ つ 

を 客観的に 拈出 しょうと するとと うてい 駄目で あり 

ます。 花で も 足りない。 女で も 面白くない。 ああで も 

ない、 こうで もない、 ともが くようになります。 これ 

を 形容して、 よく 西洋人な どの 云う 口調 を 借りて 申し 

しょうけい 

ますと、 無限の 憧憬 (infinite longing) とかになる の 

でしよう。 私 は 昔し 大学に おった 頃 この 字 を 見て 何の 

事 だか 分りませんでした。 それでも ありがた がって ふ 

リ 廻して いました。 今でも 実は 分りません。 私 は 解釈 

だけ はでき ますが、 本当のと ころ in&iite longing と 

云う もの を 持って いないの だから、 是非 も ございませ 



ん。 しかし 私の ように 説明 すれば ともかくも 形容の 

ことば さしつかえ 

詞 なのです から、 それで 差 支 ございますまい。 とに 

かく、 そんな 形容 を 使わなければ ならない 気分が 起り 

はんもん 

まして、 煩悶 致します。 煩悶して どうか 発表した いと 

する が 発表で きない。 できないで しまえば それまでで 

あります が、 せめて 不完全ながら 十の 一 でも あらわ そ 

うとす ると、 是非とも 象徴に 訴えなければ なりません _ 

十の もの を 十 だけ あらわさないで —— あらわさな いと 

云って は 間違になります。 あらわせな いのです。 で や 

む をえず 一 だけにして やめて おく 叙述であります。 無 

論 気分 を 気分と して あらわすなら、 大に 悲しい とか、 



いるか どうかに 至る と はなはだ むずかしい 問題で ぁリ 

ます。 要するに 象徴と して 使う もの は 非 我の 世界中の 

もの かも 知れません が、 その 暗示す ると ころ は 自己の 

気分であります。 要するに おれの 気分であって、 非常 

に 厳密 に 言う と 他人の 気分で はない、 外物の 気分で は 

無論ない。 という 傾向の あると ころから、 この種の 象 

徴を 主観的 態度の 第一 二 段に 置いて、 数学の 公式な どの 

対と 見立てました。 (シ モン ズの 仏蘭西 の 象徴派 を 論 

じた 文の なかに、 こんな 句が あります。 「我々 が 林 中 

はん おそ 

の 木 を 一 本 一 本に 叙述す るの 煩 を 避けて、 自然 を 怖れ 

て 逃が れんと する がごと くもて なすと、 ますます 自然 



に 近くなります。 また 普通の 俗人 は 日常の 雑事 を 捉え 

て 実在に 触れて いると 考えて おります が、 これらの 

はんさ そうとう 

煩瑣な 事件 を 掃蕩して しまう と、 ますます 人間に 近く 

さきだ 

なる ものであります。 世界に 先って 生じ、 世界に 後 

れて 残るべき 人間の 本体に 近づく ものであります」 こ 

の 人 はまた 力— ライルの 語 を 引用して います。 「真正 

の 象徴 は 明らかに また 直接に、 無限 を あらわして いる。 

無限 は 象徴に よって 有限と 合体す る。 眼に 見える よう 

になる。 あたかも 達せら るる かの ごとくに 見える」 こ 

の 一 一人の 言葉 は 多少 infinite longing と 同じく、 いさ 

さか 形容の 言葉 のように も 思われ ますが、 御 参考 の た 



めに、 ここに 引いて おきます) 

これで 主観 客観の 三 対 併せて、 六 通りの 叙述の 説明 

を 済ましました。 そこで これ だけ 説明 すれば あらゆる 

文学 書中に 出て 来る すべての もの を 説明し 尽 したと は 

けっして 申す つもりではありません。 しかしながら こ 

れ だけ 説明 すれば、 吾人の 経験の 取扱い 方の 一 般は分 

るだろう と 思います。 客観 主観の 両 態度の 意味と、 そ 

の 態度に よって、 叙述の 様子が だんだんに 左右へ 離れ 

て 行く 模様が 分る だろうと 思います。 それが 普通の 人 

の 分れ 具合で また 創作家の 分れ 具合であります。 だか 

ら つまる とこ ろ は 創作家の 態度 も 常人の 態度 も 同じ 事 



いう 叙述 を 本人 は perceptual と 思って 述べて いても 

聞く 人 は simile と 受ける かも 知れません。 第三者が 

これ を 見て、 どっちが 間違って いると も 評されません _ 

双方 共 正しい としなければ なりません。 そこでこう 云 

う 事 は 云われないで しょうか。 自然 派と 浪漫派と は 本 

来の 傾向から 云う とや はり 左右に 展開して いるよう で 

すが 或ると ころに なると、 どっちと でも 解釈が できる 

もので、 要は 読者の 態度い かんに よって 決せられる も 

の だと 云う 事 は。 一句 や 二 句の 例ではありません。 ち 

と 比例 を 失する ような 大きな 例になる かも 知れません 

が、 ちょっと 御 判断 を 願うた めに 御 話 を 致します。 



独乙で 浪漫主義の 熾に 起った 時、 御 承知の 通り、 有名 

な カロ リ— ネと 云う シ ュ レ— ゲルの 細君が ありました- 

おっと ほうゆう 

この 細君が 夫 の 朋友の シ ェ リングと 親しい 仲に なり 

まして、 とうとう 夫と 手を切って、 シェ リングと いつ 

しょになります。 しかも その 時 この 女 は 自分の 手紙の 

そうろう 

うちに、 縁 はこれ にて 切れ 申 候 。 始めよ リニ 世 かけ 

ちと 

てと は 固より 思い設けず 候と 書きました。 しかも シュ 

レ ー ゲルと い つし よに なった のがす でに 一 一度 目な ので 

すから、 シェ リングの 所へ 行く と 三度 目の 細君になる 

のです。 それで 亭主の 方 はどう かと 云う と、 離婚 を 申 

きょうき 

し 込まれた 時 は 俠気を 起して さっそく 承知した のみな 



ベて 見ます とよ ほど 似て おります。 しかし 前の は浪漫 

派の 中心で 起った 事で、 後の は —— 何 派 だか ちょっと 

困ります が、 まあ 自然 派の 作に でも ありそうに 見え ま 

す。 しかし 事実 はどうしても 同じなん だから 致し方が 

ない。 それじゃ 同じ ものが、 どうして 浪漫派に なった 

り、 自然 派に なったり す るんで しょう。 まあ 説明す る 

とこん な 訳じゃありません か。 浪漫派の 人 は 主観的 傾 

向に 重き を 置く もので、 愛 は その 傾向の もっとも 顕著 

なる もので したが つても つ とも 神聖な ものであります _ 

愛と 云う 分子が あれば こそ 結婚と か 夫婦 同棲と かいう 

形式の 内容に 意味が ある 訳 だから、 この 内容が なくな 



されない とも 限りません。 して 見る と 自然 派と 浪漫派 

も ある 場合に は、 客観 主観の 叙述が 合し 得る ごとくに 

さしつかえ 

合し 得る ものと 見ても 差 支ない、 かと 思います。 

(もっとも これ は 一 句 や 一 一句の 叙述でありません から、 

「眉の ような 月」 のように、 きっぱりと は 参りません。 

ただ 両 態度の 傾向 を 推して 極端まで 持って行った 御 話 

ですから その 辺 は 御 斟酌 を 願います) 

これ は 一 つの 態度が 両様に 認められ 得る と 云う 例で 

あります が、 もう 一 つ 前節の 最初に 申した 我々 の 態度 

は 常に 両極の 間 を ぶらついて、 いるもので、 けっして 

片 っ方づ けられる もので ない と 云う 事 を 御 話 をして そ 



します。 しかし 降参す る 必要 もない だろうと 思います _ 

と 云う の は 私の 考 では 一句で も 叙述、 二 句で も 叙述、 

三 句 続いても 叙述の 気な ので、 しかも その 叙述に は 前 

に 説明した ような 種類 以外の 叙述すな わち 回想と か批 

判と かいう ものまで も 含められる だけ 含める つもりな 

のです から、 応用 はこれ で 思った よりも 存外 広い ので 

あります。 

ここで 一 歩 進めます。 客観的 態度の 三 叙述 を 通じて 

考えて 見ます と、 いずれも 非 我の 世界に おける (冒頭 

に 説明した ごとく 我 も 非 我と 見 傚す 事が できます が) 

ある 関係 を 明かに する 用 を 務めて おります。 知識 を 与 



うるの が 主にな つてお ります。 だからして 一 言に して 

云う と 真 を 発揮す るの が 本職であります。 本職と 云う 

意味 は、 同時に 主観的の 内職 もで きる と 云う つもりで 

用いた 言葉であります。 もし この 内職が ある 程度まで 

併行して いなければ、 この種の 叙述の 価値 は 大分 減じ 

ます。 大学の 教授が 私立大学 を やめる と 収入が よほど 

違うよう な ものであります。 現に 真 専門の^ + ^=^ 

〔# 「お」、 「w」、 「お」 は それぞれ 縦 中 横、 すべての 「2」 は 

上付き 小 書き〕 氏の ごときに 至って は、 ほとんど 文学 を 

休めて、 理学の 方で 月給 を 貰わなければ 立 行かん 姿で 

あります。 ただ 真 を 本職と する 創作家の ために 都合の 



好い 事 は 真 その もに 付着して いる 別途の 感情 を 有して 

いる 事であります。 例えば (前の 例で 説明して 見ます 

かき あかなす 

と) 柹は 赤茄子の ごとしと 云う と 無論 simile を 内職 

の 内職く らいに してお ります が、 本職 は 固より 柹の性 

質 を 明かに する ためです。 柹を 葡萄 や 梨と 区別す るた 

めであります。 今柹を 赤茄子で 説明す ると、 その 説明 

がう まくで きた かで きない か、 よく 柹を あらわし 得た 

か 得ない か、 うまい 比較 物 を もって 来た か 来ない か、 

柹と 赤茄子が 実によ く 似て いる 似ないで、 は あなる ほ 

ど と 思 う 程度が 大分 違います。 このは あなる ほどが 何 

時で も いろいろな 程度で 食つ 付いて 廻る のであります。 



simile の 方で もこの は あなる ほど は 無論 必要で ぁリ 

ますが、 それ は 内職で、 本業 を 云う と、 石の 冷た さ 堅 

さ を 自得して、 その 自得した 気分で 人の 心 を 感ずる の 

であり ますから、 石と 人の 心 を 比較して どこまで 妥当 

なリゃ 否や はむしろ 第一 一義の 問題 かも 知れない ので あ 

ります。 柹と 赤茄子の 例 はもつ とも 簡単な もので あり 

ますが、 もう 少し 複雑に なると、 このは あなる ほど だ 

けで ー篇の 小説が できます。 (&果 律 を 発揮した 場合) _ 

ば きん 

これに 反して 馬 琴の ような 小説 は 主観的 分子 はいくら 

でもあります が、 この 方面の 融通が 利かない から、 つ 

まり は静 御前 は 虎の ごとしな どと 云う simile を 使つ 



す。 この 客観的に 非 我の 関係 を 明める につけて 生ずる 

付属物 を intellectual sentiment と 云います。 付属物 

と は 下等な ものと いう 意味ではありません。 否む しろ 

この 方が 文学の 領域 内で は 必要な のであります。 しか 

し 客観的 態度 を 主として、 真の 発揮に 追^して 起る も 

のであります し、 かつ は 創作家の 態度 を 主観 (主 感)、 

客観 (主 知) と 分けた 以上 は、 今 また この intellectual 

sentiment を 主観の 部に 編入 するといた ずら に 混雑 を 

引き起し ますから やはり 附属 物と してお きます。 それ 

でも 少し 混雑して 御 分りに くい かも 知れません。 私の 

お ゥび 

説明の 下手な ところ は 御 詫 を 致します。 (場合に 依つ 



ぎ ようさん 

て は intellectual sentiment と 云う のが あまり 仰山 

であり ますが 面倒 だから、 これです ベて を 兼ねさせ ま 

す) 

客観すな わち 主 知の 方 は 以上の 通りで あるが、 主観 

すなわち 主 感の方 はと 申す と、 真 を 発揮す るに 対して、 

美、 善、 壮 に対する 情操 を 維持す るか 涵養す るか 助長 

する のが 目的であります。 この 三者の 解釈 は 詳しく 述 

ベる 事が できません。 美と 云う 事 を 大きく 解す ると、 

善 も 壮も掩 つても 構いません。 のみならず 真 を さえ 包 

ん でもい いでしょう。 それ は 人の 勝手であります。 受 

持の 範囲 をき めて 名 をつ ける だけの 事であります。 私 



はごく 単純に 耳目 を 喜ばす 美しい もの、 美しい 音 くら 

ごめんこうむ 

いで 御免 蒙ります。 もっとも 美醜 を 通じて 同 範囲の も 

の を 入れます。 善 も その 通り 善悪 を 通じ 含ませる のみ 

ならず、 直接に 道徳に 関係の ない 希望と か、 愛と かい 

う もの も 入れる つもりです。 壮は 意志の 発現 (発現で 

なくっても 発現の ポ テン シ ャリチ —を 認めた 時 も 無論 

入れます) に対する 情操 を 入れます。 上 は 壮烈 もしく 

は 壮大より 下 は 卑劣 もしくは 繊弱に 至る まで 入れます。 

すると これ は 前の 善の 範囲に 或 所まで 入り込みます。 

うな 

すべての 感情が 多くの場合 において 意志 を 促が す もの、 

または 意志に 変化す る 傾向の ある ものとの 学説に 従え 



ば、 この 二 範疇 は ある 点に おいて いっしょに 出合う 

しょさ 

もので しょうが、 壮とは 行為 所作に 対する こちらの 受 

け 方 を 本位と して 立てた ので、 善と は 善悪 その他の 諸 

情 そのもの に対する こちらの 受け 方 を 本位と して 立て 

た、 範疇の つもりであります。 御 相談で は片っ 方へ 編 

入しても よろし ゆう ございます。 それから 人間の 所為 

を 離れて いわゆる 物質 界に 意志の 発現 もしくは その ポ 

テン シャ リチ ー を 認めた 場合に は、 この 意志 は 変じて 

物理 上の energy のよう な ものになります。 少なく と 

も 人間の 意志と は 趣 を 異にして 参ります。 かように 壮 

の 発現 もしくは 潜伏が 物質 界に 移る とすると、 美の 範 



疇と 接近して 参ります。 それ 故 時宜に よって は、 これ 

も 美の なかへ 押し込んでも 構いません。 まず 不完全な 

がら 善、 美、 壮、 の 解釈 はこうと 致して、 この 三者に 

対する 我の 受け 方 を 叙述す るの が この 方面の 文学の 目 

的であります。 ところが 我の 受け 方 は 千差万別に 錯雑 

して 参リ ますが、 総括す ると 快 不快の 二字に 帰着 致し 

ます、 好悪の 二字に 落ちて 参ります。 すなわち 善に 

逢って 善 を 好み、 悪 を 見て 悪 を 悪み、 美に 接して 美 を 

愛し、 醜に 近づいて 醜 を n| み、 壮を 仰いで 壮を 慕い、 

いや もと 

弱 を 目して 弱を賤 しむの 類であります。 固よ リ善、 美、 

壮の考 は 人に より 時に より、 相違 はあります、 また、 



結婚 をした ように 見えます。 されば といって 子孫 を 作 

る 目的で 嫁 を 貰つ てな らんと 云う 理由 もありません か 

ら、 結果が 同じなら どうで も 構わない でしよう。 私 は 

この 目的 を 眼中に 置かないで、 おのず からこの 目的に 

叶うよう な 述作 を やる 人 を art for art 派の 芸術家と 云 

いたいと 思います。 俗に art for art 派と 云う と 何だか、 

ことさらに 道徳 を 無視す る 作家の み を 指す ようです が、 

たとい 道徳的 情操 を 鼓吹した つて、 始めから、 この 目 

的 を 本位と して、 述作に とりかからずに、 出来 上った 

結果 だけが おのず からこの 目的に かなって いたら や は 

り Eirt for art の 作家 か と 思います。 ュ ー ゴ ー の 攻撃の 



じ やなかろう かと 思います。 述作 そのもの を 方便と し 

たって、 方便と 共に 目的 も 修了 せられる 訳で はないで 

しょうか。 少なくとも、 今 述べた ような 目的 を もって 

ならば 最初から その 心得で 述作に 取り かかっても、 た 

だ 述作 だけ を 目 懸けて 取り かか つ て も 同じ 事 だと 私 は 

思って るので あります。 だから art for art 派で も、 そ 

さしつかえ 

うでな くっても 差 支ない。 要するに 述作の 目的 は以 

上の ように 区別が できる と 云う のであります。 

述作の 一 一 態度と その 目的と すると ころ は 今 申した 通 

であり ますが、 ただ 御注意までに 一 言して おきたい の 

は、 こんな 事であります。 こう 分ける とちよ つと、 一 



もと おむ こ 

という 女が、 父の 意に 悖って、 押しつけられた 御 知 耳 さ 

きら しゅっぽん 

んを 嫌って、 家 を 出奔した 話であります。 さて 家 を 

るろう 

飛び出してから 諸 所 を 流浪す る 間に、 ある 男と 親しい 

仲に なって、 子 を 生んで、 それから その 男に 棄 てられ 

ます。 男 は マ グダの 故郷に 帰って、 立派な 紳士に なり 

ィ タリ— ラた 

すまして いると 同時に、 マ グダ は以太 利で 有名な 唄い 

て めぐ 

手になる。 回り 回って 故郷へ 興行に 来る。 父母と 和解 

はくろ 

する。 ところが 流浪 中の 不品行が 曝露して、 また 騒動 

t 力 す 

が 起ろうと すると、 昔し 棄 てた 男が 出て 来て 正当に 婚 

儀 を 申し込む。 ここで めでたく 巿が 栄えれば 平凡 極ま 

まぎ わ むこ 

る 趣向であります が、 いざと いう 間際にな つて、 知 耳に 



になり ましょう。 これに 反して いかに 主観的の 作物で 

も 全然 真 を 含んで いない ものはありません。 もし 含ん 

で いなか つ たらとう て い 読み 得ない にき ま つ ています _ 

かの infinite longing で すら これ を 叙述す る 時には 単 

に吁 とか 嗟 乎で は 云いつ くせない ので、 不足ながら 客 

まう ふ つ 

観 的 形相 を かりて これ を髡髴 させよう とする ので ぁリ 

ます。 それにつ いて こんな 話が あります。 これ は 小説 

ではありません。 事実 だとして、 ある ものに 書いて あ 

リ ましたが、 私 は 単に 自分に 都合の いい 例と して 御 話 

を 致します。 以太 利の さる ヴ アイ オリ 二 ストが 旅行 を 

して、 しばらく、 ポ —， ^サイドに 逗留して おりました 



時、 妙齢の 埃 及の 美人に 見 染められまして 親しき 仲と 

なった そうで ございます。 ところが この 男 は 本国に 

いいなずけ せま 

許嫁の 娘が あるので、 いよいよ 結婚の 期が 逼 つた 頃、 

ポ ） ^サイド を 出帆して 帰国の 途に 上りました。 とこ 

ろが その 夜になる と、 船足で 波が 割れて 長く 尾 を曳ぃ 

こつぜん からだ 

ている 上に 忽然と かの 美人が あらわれました。 身体 も 

服装 も 透き通って おります が、 顔 だけ はたし かに その 

あざ や 

女 だと 分る くらいに 鮮 かであります。 ただ 常よ リは 

非常に 蒼白い のであります。 この 女が 波の 上から 船の 

方へ 手 を 伸して、 舷 を 見上げながら 美く しい 声で 唄 

きれ い 

をうたい ました。 それが 奇麗に 波の 上へ 響く ので、 船 



ものすご 

の 中の 人 はこと ごとく 物凄い 心 持に なり ましたが、 や 

がて 夜が 明ける と共に かの 美人 はふ つ と 消えました。 

やれやれと 安心して いると その 晚 また あらわれました _ 

そうして 手 を 伸して、 首 を 上げて、 波の 上 を 滑って、 

船の あと をつ けて、 いかにも 淋しい 声で、 夜もすがら 

唄 をうたい ます。 それから 夜が 明ける と、 また ふっと 

消えます。 そうして 夜になる とまた 出ます。 そのうち 

船が とうとう ネ— プルスへ 着きました ので、 かの 音楽 

家 は そこで 上陸 致して、 自分の 郷里へ 帰る と、 手紙が 

来て おります。 差 出し 人 はと 見る と、 ポ ー ト サイドに 

いる 友人で、 かねて 自分と 彼の 女との 間 を 知っている 



もので ありました。 すぐに 開封して 見る と、 あの 女 は 

君が 船へ 乗つ て 出帆す る や 否や、 海の 中へ ざぶ ざぶ 

ま ゝ， 

這 入って 行って、 とうとう 行き方 知れずに なった と あ 

りました。 —— 話 はこれ でお しまいです。 私 はこの 話 

を 読む と 何となく 妙な 気分に なりました。 その 気分が 

妙になる ところに この 話の 価値 は あるので すから、 ど 

の 畠 i の もので あるか は 分って おります。 しかし 真に 

は 乏しい。 実 事物 語と して かいて ありまし たが、 どう 

も その 方の 価値 は 乏しい。 真と か 真で ない と 云う 事 は、 

たくさんの 人の 経験が 一 致して 存在して いると 認める 

か、 また 天下に 一人で もい いから その 存在 を 認めた も 



我の 所有で、 また 我 一人の 所有であります が、 回顧し 

た 感じ は 他人の ものであると 申しました。 少なくとも 

自分に 縁故の もっとも 近い 他人の ものと して 取り扱う 

事が できる と 申しました。 愛と 云う と 一 字であります _ 

自分の 愛と 人の 愛と 云えば、 たとい 分量 性質が 同じで 

もつ いに 所有者が 違って 参ります。 愛の 見当が 違い ま 

す。 方角が 違います。 したがって 自己の 過去の 愛と 他 

人の 愛と は 等しく 非 我の 経験と 見 傚し 得ます。 この 点 

において 主観的なる 愛 そのもの を 一 歩 離れて 眺める 事 

がで きます。 ただ 困る 事 は、 時に より 場合により 増減 

があって、 変化の 度が 著る しく 眼に つくんで、 それが 



こうある かも 知れない ねと 云う 気に はな りません。 し 

かしながら その代りに、 ごもっとも だ、 こう も ありた 

いね、 こうあれ かしだと 云う 気に はたし かに なれます。 

あれ かしと 云う 語 は 裏面に 事実 じ やない と 云う 意味 を 

含んで おります から、 つまり は噓 だと 云う 事に 下落し 

てし まいます。 この 下落が^ しくなる ととうて い 読め 

なくなります。 馬鹿馬鹿しく なります。 例えば 今の 話 

しで も、 もし 船の あと を跟 ける ものが、 幽霊で なくつ 

て、 本当の 女が、 波の 上 を あるいて 来て、 ちょいと、 

あなたと か 何とか 云 つ て 手招ぎ でもしたら それ こそ 

きせき 

奇蹟になります。 幽霊なら ば、 有る とも 無い とも 証明 



がで きない だけで 済みます が、 生きた 人間が 波の 上 を 

歩いて は 明かに 自然の 法則 を 破って おります。 いくら、 

かく あれ かしと 思った つて、 冗談 じ やない、 おのろけ 

も 好い加減 にした 方が よかろうと 申した くなります。 

人 を 馬鹿にする にも ほどが あら あね、 まるで 小 供 だと 

思って いやがる と 本 を 抛げ 出す かも 知れません。 (西 

遊 記、 アレビ ヤン. ナイト、 もしくは シェ ー ヴ イング- 

ォブ • シャグ パットの ような ものの 面白味 は 別問題と 

して 論じなければ なりません) して 見る と 私が 前段に 

申した 意味が 自 から 御 明瞭に なりましたろう。 すな 

わち いかな 主観的な 叙述で も、 ある 程度まで 真 を 含ん 



にも 自然の 勢で、 不知 不識の 間に この 問題に 触れて い 

ごしんし やく 

るの はもち ろんで あります から、 その 辺 は 御 斟酌の 上 

御 聞 を 願います。 

さて 客観的 態度から 出た 句 もしくは 節、 もしくは 章、 

大きく 云えば 一 篇 —— そう 純粋に 行く もので な いのは 

たいてい 御分リ になり ましたろ うが、 まあ あると 仮定 

して I それから かの 歴史的に 発達した 自然 派 写実 派 

—— これ も 厳密に 議論したら 純粋の ものが、 あるか ど 

うか 存じません が、 まあ あると して、 この 二 派 を この 

方面に 編入して おいて 論じます。 もっとも 自然 派 も 写 

実 派 も、 真 本位で はない と 主張され ると、 それまでで、 



やめに する だけであります。 または 真 本位 だけれ ど 御 

前の いわゆる 真 じ やない と 云われる と、 やっぱり やめ 

にしなければ なりません。 がたいて いのと ころで 真の 

解釈 は 折 合が つきそう に 思います し、 かつ 歴史 を 眼中 

に 置かないで 立てた 私の 議論と、 全く 歴史的に 起った 

流派と を、 結びつけられれば、 結びつけて 考えます と、 

大分 諸君に も 私に も 興味が あるから こう 致した ので、 

よ し や 自然 派 や 写実 派が この 部門から 脱走 致し て も、 

私の 議論 はやつ ぱリ 議論になる だろうと は 思われます。 

そこで この 部門 の 主要な 目的 は 前に 申す) J とく 真 を 発 

揮す るに 存 する 事 は 別に 繰り返す 必要 も ございま すま 



ません、 また ある はずであります。 けれども 客観的 態 

度で 向う 世界に は、 偽 は 始めから 存在して おらん、 少 

なくと も 真 だけ だとし なければ、 最初から 真の 価値 を 

認めない のと 同様の 結果に 陥， "ります。 だからい やし 

くも 真 を 本位と して 筆 をと る 以上 は 好悪の 念 を 挟む 余 

地がない 事になります。 したがって 取捨 はない と 一般 

に 帰着 致します。 たとえば 隣り に 醜く い 女が いる。 見 

いや 

て も 厭になる とおつ しゃる。 それ はどうで も 御 随意で 

ありまし ようが、 いくら 醜く つても 何でも 現にい る も 

の はいるに 相違ありません。 醜く いから 戸籍に 載せな 

いとなった 日に は、 区役所の 調べ はまる で 当に ならな 



い 事になります。 偽りになります。 気に 喰わない 生徒 

だからと 云って 点数 表から 省いたら、 学校 ほど 信用の 

できない 所はなくなる でしよう。 して 見る と、 真 を 写 

す 文字 ほど 公平な もの はない。 一視同仁の 態度で、 

きたん 

忌憚な く 容赦な く 押して 行く ベ き はずの もので ありま 

す。 ブルン チェルが バルザック を 論じた うちに こんな 

う-じ 

句が あります。 自然 派 作家に は、 蛆 よりも 象の 方を大 

切 だと 考える 権利がない。 もちろん 生物学 上の 発達 か 

ら 云ったら、 象の 方が 重要な 位地 を 占めて いるか も 知 

れな いが、 何も これ は 自然 派 作家が 自分 の 意志 で 随意 

に 重要に した 訳で はない。 —— 面白い 句であります。 



(ブルン チェルの バルザック 論 はもち ろん 一 人の 著者 

に ついての 議論であります から 系統的に 理論 は 述べ て 

ありま せんが、 こういう 点に 関して はなはだ 有益の 参 

考 書であります から 御 一読 を 願います。 この 取捨の な 

い 意味な ども、 実は バ ルザ ック 論の ところどころ にあ 

まと ふえん 

るの を 私が、 纏めて 布衍して 行く くらいな もので ぁリ 

ます。 この 人 は 同書に また、 我、 浪漫派、 抒情 主義な 

どと 云う 字 を 使って 説明 をして おります。 しかし 二者 

せつぜん 

を 截然 区別の ある ごとく 論じて いるの が 欠点 かと 思わ 

れ ます。) すでに 公平 無視の 立場であります から、 問題 

の撰択 がない。 撰択 がない と 云う の は、 意識 界に 落つ 



る ものが ことごとく 焦点に な つ てし まう と 云う 訳で は 

ありません。 意識 界 のどの 部分 も 比較的 自由に 焦点に 

け ぎら い 

なり 得る と 云う 意味であります。 毛 嫌 を しないと 云う 

事であります。 ある もの だけに 注意が 向いて、 その他 

がんき よ う 

に は 頑強の 抵抗が あって、 気が 向けられな いという 

ような 状態に おらない 事 を 指す のであります。 だから 

もう 一 つ 言葉 を 換えて 云う と 叙述すべき 事相に 自己の 

評価 を 与えて 優劣の 差別 をつ けない と 云う 事に もな り 

ます。 例えば 美く しい 女と 差し 向いになる。 —— あり 

がたい。 II 女が 恋の 物語 をす る。 —— 嬉しい。 —— 

あくび いや 

ところで 急に 女が 欠 阵 をす る。 と 急に 厭になる。 



に は 相違ないで しょうが、 しかし 真理の 研究者と して 

は ほとんど 三文の 価値 もない と 申さなければ なリ ませ 

ん。 文学者 も その 通り かと 存じます。 真 を 目的と する 

ひきょう 

以上 は、 真 を 回避す るの は 卑怯であります。 露骨に 書 

きたん 

かなければ なりません。 大胆に 忌憚な く 筆 を 着けな 

くって は、 真に 対して 面目の ない 事になります。 (こ 

の 点に おいて 善、 美、 壮 に対する 情操と 時々 衝突 を 起 

す 事 は 文芸の 哲学的 基礎に おいて 述べ ましたし、 前段 

においても 一方が 強くなる と、 一方が 弱くなる 事実 を 

例証し ましたから 御 記憶 を 願います) けれども 真に 

向って 進む 人が 必ずしも 好悪の ない 人と は 申され ませ 



以外の 実際にお いて、 約束 的に せよ 善に 与し 悪 を^み、 

美 を 愛し、 醜 を 嫌う ものが、 単に 作物の 上に おいての 

ほこ さかさ こすい しょうれい 

み 矛 を 逆 まにして 悪 を 鼓吹し、 醜 を 奨励す る 態度 を 

示す の は、 ただに 標準 を 誤 まるのみ ならず、 誤 まった 

標準 を 逆に 使用して いる 点に おいて 二重の 自殺と 云わ 

れても 仕方が ありますまい。 書籍 を 買う 条件で 国から 

為替 を 取り寄せて、 これ を 別途に 支弁す るから が、 す 

でに 間違って いるのに、 使い道 もあろう に 身 を 持ち崩 

すため に 使い 果 したと あって は、 申し訳が 立つ 立た な 

いの 段ではありません、 頭の よくない 人 だと 云われて 

も 仕方が あるまい と 思います。 幸い 今日の 日本に は、 



みあた すうせい 

こう 云う 作家 は 見当り ません が、 自然 派の 趨勢 一 つで 

は、 向後 この種の 作物が いつ 何時 あらわれて 来ない と 

も 限りません から、 御 互に 用心 をしたら 善かろう と存 

じて いささか 愚存 をつ け 加えました。 

真 を 写す 文学の 特性 は ほぼ これで 明暸 にな リ まし 

たから、 進んで 善、 美、 壮を 叙して これに 対する 情操 

を 維持し もしくは 助長す る 文学の 特性に 移ります。 し 

かしこれ は 前段と 相 待って 分明に なるべき 関係 的の も 

のであります から、 私の 申し上げべき 事の 影法師 はす 

でに 諸君の 御 認めに なった はずであります。 すなわち 

客観的 態度の 公平なる に対して、 この 態度の 不公平 I 



こうお 

I 不公平と 云う とおかし く 聞え ますが、 好悪に 支配せ 

られる 事であります。 意識の 幅の 一 力 所 だけが 焦点に 

ならなくて はならない のが 原則で、 この 焦点 は 注意で 

きまる のであります から、 もし 好悪が 注意に 関係す る 

とすれば、 好悪の はげしい ものに は 注意が 余計 集まる 

訳になります。 したが つ て 好悪が 焦点 を 支配 致します。 

さて この 意識の 内容 を 紙へ 写す 際に は 好 は 好、 悪 は 悪 

で 判然と 明瞭に 意識され た 事であります から、 勢い 悪 

きらい いや 

の 方すな わち 嫌な 事、 厭な もの、 は 避ける ようになる 

か、 もしくは これ を 叙述す るに しても 嫌いな ように 写 

します。 厭 だと 云う 意味が 分る ようにして 写します。 



最後に は 自己の 好きな もの、 面白い もの を 引き立てる 

ための 道具と して 写します。 したがって 叙述が 評価 的 

叙述になります。 もっとも 評価 は あらわで ない 含蓄 的 

の 場合が 多い かも 知れません が、 ともかくも 好悪の 両 

面 を 記述して、 しかも 公平に 記述す ると 云う 事 は、 あ 

たか も 冷 熱の 二 性 を 写して、 湯と 水 を 同一視し ろと 云 

う 注文と 同じ 事で、 それ 自身に おいて 矛盾であります _ 

もし 双方 を 叙す る 以上 は 勢い 評価せ ねばならぬ 事と な 

リ ます。 のみ か、 たとい 好きな 方面 だけ を 撰ぶ にして 

も、 撰ばれた ものが ことごとく 一様の 価値と して 作者 

の 眼に 映らない 以上 は、 やはり 表向きで も、 内々 でも 



いいから、 評価の あらわれる ようにし なければ なり ま 

せん。 この 意味で (差等 をつ ける と 云う 意味)、 この種 

の 文学で は ブルン チェルの いわゆる 無 取捨と 云う 事が 

せんたく 

不可能になる のであります。 撰択と 云う 事が、 あなが 

ちに 甲 はとる、 乙 は 捨てる と 云う 意味 だと 思う と 誤解 

が 生じ やすう ございま すから ちょ つ と 弁じて おき まし 

た。 こう 云う 性質の 文学で あるから して、 この種の 文 

学に は、 真 を 写す 文学に 見出し 難い 特徴が 出て 参リま 

す。 すなわち 作物 を 通じて 著者の 趣味 を 洞察す る 事が 

ベ んぎ 

できる と 云う 便宜であります。 もし 我々 の 趣味が いわ 

ゆる 人格の 大部 を 溝 成す る ものと 見 救し 得るならば、 



おも.！ 5 げ う.！ 5 

作 を 通して 著者 自身の 面影 を 窺が う 事が できる と 云つ 

て も 差し 支ないで ありましょう。 それで 著書の 趣味 

が 深厚 博大で あれば ある ほど、 深厚 博大の 趣味が あら 

われる 訳になります から、 えらい 人が この種の 文学 を 

かいて、 えらい 人の 人格に 感化 を 受けたい と 云う 人が 

出て 来て、 双方が ぴ たり 合えば、 深厚 博大の 趣味が 波 

動的に 伝って 行って、 ー篇の 著書 も大 いなる 影響 を 与 

える 事が できます。 しかし 個人に 重き を 置かない 社会 

にあって は、 ヒ— 口— を 首肯わない 世に おいて は、 自 

他の 懸隔 差等 を 無視す る 平等観の 盛んな 時代に おいて 

は、 崇拝 畏敬の 念 を 迷信の 残り物の ごとく 取り扱う 



惑 は 聞え ております が、 迷惑と 感じる 人が、 各々 自己 

に 相当の 評価 的 標準 を 具して、 その 標準で 評価しつつ 

作に 向う か 向わない かが 疑問であります。 もし 向わな 

めっきゃく 

いとする と、 (全然 この 態度 を 滅却す る 事 は 不可能で 

あります が、 もし 真 を 本位と して 著作に 向う と、 思つ 

たよりも 評価 的 神経 は 遅鈍になります) その 結果 は 人 

間が だんだん 不具になります。 自己の 趣味 は —— 趣味 

のない 人 は 全然ありません が —— 同趣味の ものと、 接 

触す るた めに、 涵養 を 受ける ので、 また 異趣 味の もの 

ほうちゃく 

に 逢着す るた めに 啓発され るので、 また 高い 趣味に 

引きつ けられる がた めに、 向上 化する のであります。 



かな さくぶつ 

その 主義の もとに、 その 主義に 叶う 局部 (作物の) を 

排列して、 この 主義の 実例と する が 適当 だろうと 思い 

ます。 一 つの 作物と、 一 つの 主義 を アイ デンチ フワ ィ 

しなければ 気がすまない ような 考は 是非共 改める 事に 

致したい と 思います。 これから 先き 文学 上の 作物の 性 

質 は 異分子の 結合で いよいよ 複雑に なって 参ります か 

ら、 幾多の 変態 を 認めなければ ならな いのは 無論の 事 

であります。 したがって、 二三の 主義 を 終 古 一定の も 

のとして、 万事 を これで 律 せんとす るの みならず、 律 

せんとす る 尺度の 年々 に 移り行く の を 咎めな いのは、 

将来 出現の 作家に は不 便宜の 極で、 かつ 批評家の 無責 



であります。 こういう 風に 評価が 変って 行く の はつ ま 

ると ころ、 前に 云った 社会 状態の 変化に 基 いた 結果 

に ほかな らんので あります から、 この 状態の 変化 を 知 

りさえ すれば、 旧来の 評価 を 墨守す る 必要が なくなり 

ます。 これ を 知らねば こそ^ 悶が 起ったり 矛盾が 起つ 

たりして 苦しむ のであります。 こういう 時に 誰か 眼の 

明きら かな 人が、 この 状態の 変化 を 知らせる、 —— す 

なわち 客観的に 叙述 すれば、 読者 はは あなる ほどと 思 

うので、 大変な 解脱になります。 (こんな 単純な 場合 

では 解脱に もなります まいが、 まあ 例です から そのつ 

もりで 御 聞き を 願います) それで 読む 人 はありが たが 



か の) J とき 様子で あらわれて 参る の みならず、 見物 や 

読者 もまた 実際にい くたり でも 存在して いるう ちの 代 

表 者 だと 云わぬ ばかりの 顔つきで、 これに 対していた 

のであります。 いたのであります と 云う と 私が 元禄 時 

代から 生きて いたよう に 当ります が、 どうも そうに 違 

いないと 思います。 あんな 芝居 や 書物 を 見る 人 は、 

まじめ 

真面目に 熱心に 我 を 忘れて 釣り込まれ ていたに 違ない 

ん でしよう。 それでなければ 今日まで 伝わる 前にと く 

いんめつ 

に！ ffi 滅 してし まう はずであります。 そうすると、 ある 

御嬢さん は 朝顔に なったり、 ある 細君 は 御園に なった 

わかだんな 

り、 また ある 若旦那 は 信 乃 や 権 八の 気で いたんで しょ 



太平な もので ありそう だのに、 やっぱり 夫婦喧嘩 も 兄 

弟 暄曄も ありました。 あつたに 違な かろうと、 まあ 思 

うのです。 しかも この 喧嘩が 彼ら が 完全なる 善人で 

しょ-つ こ 

あつたと 云う 証拠になる から、 不思議であります。 ち 

と パラドックス になり 過ぎます が、 およそ 喧嘩の もと 

は 御 互 を 完全の 人間と 認めて、 さて やって みると 案外 

予期に 反する から 起る のであります。 だから 暄嘩 をす 

るた めに は 理想が 必要であります。 次に この 理想と 実 

際と は 一 致して いるもの だと 認める 事が 必要で ありま 

す。 今日 も 暄嘩は 毎日あります が、 何も 理想的 人物で 

しゃく さわ やぼ 

ないから 癩 に 障る というよ うな 野暮 は 中学生 徒のう 



ない のであります。 町人 はかく あるべき もの、 女房 は 

かくすべ きもの、 子供 はかく 仕えべき ものと、 

しゃくしじょうぎ 

杓子定規で 相場が きまって おります。 もっとも これ は 

双方 合意の 上で なければ 成立し ない 訳であります から、 

町人の 方で も、 子供の 方で も、 女房の 方で も、 どんな 

理想的 人物 を もって 予期 されても、 立派に その 予期 を 

充 たす つもりで いたのであります。 したがって 自分 は 

天下一 の 孝行 者で、 天下一 の 貞女で、 天下一 の 町人 I 

I は、 ちとお かしい が、 何しろ 立派な ものと 心得て い 

うぬ ぼ 

たんでしょう。 この 己 惚れて いれば 世話 はない。 たい 

ていの 事が 否応なしに 進行し ます。 万事が 腹の 底で 済 



のではありません。 (特別の 場合 を 除いて は) 個人の 

ちゅうし ゆ つ 

全面 性格の ある 顕著な 特性 を 任意に 抽出して、 抽出 

した だけ を 始めから 終まで 貫ぬ かして、 作家に も 読者 

にも 都合の いい 性格 を 創造した ものであります。 しか 

も 自然の 法則に 従って 創造した もので はなく つて、 小 

ベ んぎ 

説の 世界に 便宜 を 与うる ために、 ある 程度まで 自然の 

法則 を 破って、 創造した ものであります。 普通の 場合 

において、 個人の 性格 中の ある 特性が、 その 個人の 

しょうがい 

生涯 を 貫ぬ いている 事 は 事実であります。 が この 特 

性 だけで 人物が 出来 上 つ てお らん 事 も 事実であります。 

のみ か、 この 特性に 矛盾 反対す るよう な 形相 をた くさ 



有名なる 風邪 引き 男が 創造され てし まいます。 本来 を 

云う と 病気の 時と、 丈夫な 時と、 病気で も 丈夫で もな 

い 時と 三 通り かいて、 始めて その 人の 健康の 全局 面が、 

あらわれ ると 云わなければ なりません。 しかし、 そう 

すると、 どうしても 散漫に 見えます。 要領 を 得ない よ 

うに 見えて 来ます。 風邪で もこの 通りです が、 性格 は 

これよりも 遥かに 複雑であります。 例えば A なる 性格 

の 第 一 行為 を Al 〔# 「A1」 は 縦 中 横、 「ー」 は 上付き 小 

書き〕 とすると、 Al 〔# 「A1」 は 縦 中 横、 「1」 は 上付 

き 小 書き U からして 類推ので きる A2 A3 A4 〔# 「A 

n」 は それぞれ 縦 中 横、 数字 は 上付き 小 書き〕 を 順次に 描 



出して 行けば、 全局 面 は 無論 出て 来ない。 たいてい は 

一 特質の 重複に 近くなります。 もし A1A2A3A4 

〔# 「A n」 は それぞれ 縦 中 横、 数字 は 上付き 小 書き U が 因 

果の 法則で 連結され てお つて、 この 諸行 為の 内容に 密 

接な 類似 を 示す とき は、 重複が 変じて 発展と なります。 

発展で は あるが Al 〔# 「A1」 は 縦 中 横、 「1」 は 上付き 

小 書き〕 が 基点であって、 その Al 〔# 「A1」 は 縦 中 横、 

「ー」 は 上付き 小 書き〕 は 全 性格の 一 特性で あるから して、 

Al 〔# 「A1」 は 縦 中 横、 「ー」 は 上付き 小 書き〕 の 発展 

もまた 全 性格の 発展と 見 傚す 訳に は 参りません。 私 は 

この種の 重複で も 発展で も 文学 上 価値の ない ものと 断 



せんたく 

頭に おいて 述べた 通り 撰択の 世界であります。 光線に 

しても、 音響に しても、 一定の 振動数 以上 もしくは 以 

下の もの は、 見る 事 も 聞く 事 もで きない 有様で ござい 

ます。 性格の 全部と 云った ところで、 全部が ことごと 

く 観察され 得る と は 申しません。 無論 比較的と 云う 文 

字 を 挿入 して 御考を 願うよ り ほかに 致し方が ありま 

せん。 それから 客観的 態度で 時間の 内容 を 写して 行く 

と (ある 一物に つき) この 連続が 因果になる に は 相違 

ありま せんから、 いくら 散漫で も 滅裂で も 神秘で も 因 

果を 離れる と は 申されません。 ただ その 因果が、 因果 

の 律に まとめられる ほどに、 経験 上 熟知され ていない 



から、 散漫で 滅裂で 神秘と 見る までの 事であります。 

だから この種の 因果の 経験 を 繰り返して、 その 中から 

因果の 律 を 抽象す る 事が できる と 同時に、 散漫 は 統一 

に 帰し、 神秘 は 明白になります。 (性格の 描写に 関連 

して 研究の 価 あるの はム ー ドの 観察であります。 ム— 

ドの 描写 は 昔の 小説に は ほとんどな いと 思います。 し 

かも この ム ー ドから 面白い 行為が 出て、 たしかに 興味 

の ある 結果 を 生じます。 ム— ドと 性格の 関係 その他 は 

今 は 述べません。 また 述べられる だけに 頭が 整って お 

りません) 

性格の 解剖に ついで は、 心理状態の 解剖であります _ 



最も 性格と 関係が あるの は 無論であります が、 一 言に 

t 力 

して 云う と 今日の 人の 心的状態 は 昔し の 人の 心的状態 

より 大分 複雑に なって おります からして、 同一 の 行為 

はる 

でも、 その 動機が 遥かに 趣 を 異にして いる 訳で、 そこ 

を 観察したら、 充分 開拓の 余地が あると 申す 意味で ご 

たと 

ざいます。 例えば ここに 一 人の 男が あって 人殺し をす 

る。 なぜ 人殺し をした かと 云う に 人殺しが 目的で はな 

い、 ほんの 方便で、 人殺し をした あとの 心持ち を 痛切 

に 味わって みたい というよ うな 芸術家が 出て 来たと す 

るなら ば まだ あんまり 出ない ようです が どう 

でしよう。 いくら 説明した つて 元禄 時代の 人物に は 分 



はこの 時と 云う ので、 狂う ばかりに 喜んで、 仏蘭西へ 

ちと 

渡ります と、 女の 方 も 固より 深い 仲の 事で ありました 

から、 泣いて 分れた その 曰の 通り 大事に 男の 事 を 思い 

つづけて いた 折で、 無論 異存 の ある はず は) J ざい ませ 

ちんぷ 

ん。 めでたく 結婚 致します。 それだけ だと これ も 陳腐 

なのです が、 これから 先が 山であります。 さて 結婚 を 

してみ ると 夫の 方で は 金に 不足の ない 身で は あるし、 

女房 を 女優に してお くの は 何となく 心配です から、 も 

う 廃業したら 善かろう と 云う 相談 を 持ち かけます。 と 

ころが 細君の 方 はもと もと 役者が 性 に 合つ ている 訳 

なんだから かどう か 分りません が、 何となく 廃め たく 



ので、 前の 二 カ条は 解剖が 主であります から、 目的の 

方角 は 反対になります。 だから ちょっと 区別して おき 

ました。 

次に は、 人生に おいて、 容易に 注意 を 払って おかな 

かった 現象、 したがって 滅多にない 事と いう 意味に も 

なります が、 この 方面に も 大分 新ら しい 材料が ある 事 

と 思われます。 この間 友人から こんな 話 を 聞きました _ 

げいしゃ 

その 男の 国での 事であります が、 ある 芸妓が ある 男と 

深い関係 になって いたの だそう で。 その 両人が ある 時 

船遊びに 出ました。 そこいら を 漕ぎ 廻った 末、 都合の 

いい 磯へ 船 を も あいまして、 男が 舟を棄 てて 岸へ 上り 



知れません が、 こんな 経験で 文学の 形に なって あらわ 

れて おらない ものが 大分 あるだろう から、 そういう 研 

究 をしたら 材料 はずい ぶん 出て 来 はすまい かと 思って 

fc リます 

このほか 因果の 関係で 人の 気に つかなかった 事 やら、 

類型 を 脱した 個性 を かく 方面 やら いろい ろ あるだろう 

と 思います が、 この 三 四 カ条は 理論 上 これこれに 分れ 

ると 云う のでな くって、 ただ 思いついた 事 を 列べ たま 

でであります が、 どこで 切っても 同じ 事であります か 

わがくに 

ら これで やめて おきましょう。 しかし 今日の 吾邦に 比 

較的 客観 態度の 叙述が 必要で あると 云う 事 は、 向後 何 



年 つづく 事 か 明らかに は 分りません。 西洋で は 

illuminism が 盛 に 行われた、 十八 世紀の 反動と して 

ぼっこう きた 

十九 世紀の 前半に 浪漫的 趣味の 勃興 を 来しました。 そ 

れが 変化して また 客観的 態度に 復 して 参りました。 二 

十 世紀 はどうな るか 分りません。 この 二 潮流が 押しつ 

押されつ している うちに、 つまり は 両方が 一種の 意味 

において 一様に 発達して 参ります。 そうして 発達した 

両方が 交り 合って 雑種の 雑種と いうよう な ものが、 い 

くらで も その 間に 起って 参ります。 右へ 行った リ 左へ 

寄ったり する の は、 つまり 態度 だけの 話で、 この 態度 

から 出る 叙述 はけつ して 繰り返される もので はあり ま 



せん。 どこか 変って 参ります。 杜撰ながら 自分の 考で 

は、 世間 一般の 科学的 精神が、 情操の 勢力より 比較的 

強くな つて、 平衡 を 失い かける や 否や、 文壇で は 情操 

文学が 隆起して 参ります し、 また 情操の 勢力が 科学的 

精神 を 圧迫す る ほどに 隆起して くると、 客観 文学が 是 

非と も 起って 参る 訳 だと 考えます。 文壇 はこの 二 つの 

勢力が 互に 消長して、 平衡 を 回復し、 回復す るかと 思 

うと 平衡 を 失して 永久に 発展す る ものでありましょう _ 

であるから 同時 同 刻に せよ 西洋の 文学に あらわれた 態 

度が、 必ず 日本の 態度の 模範になる 理由 は 認められ ま 

せん。 前段に 申した 今日 吾邦に おける 客観 文学の 必要 
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